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何
で
も
が
ん
ば
っ
て
み
よ
う
と
力
が
出
て
き
た
。

調
べ
て
よ
か
っ
た
。

し
っ
か
り
命
を
か
ん
じ
る
水
せ
ん
の
花
を

も
う
い
ち
ど
ゆ
っ
く
り
な
が
め
て
み
た
ら

心
が
ま
っ
す
ぐ
に
な
っ
た
気
が
し
て

や
っ
ぱ
り
せ
す
じ
が
ピ
ン
と
の
び
た

奨
励
賞

朝
日
小
学
校	

三
年	

西　
谷　
糸　
央

国
高
小
学
校	

三
年	

山　
口　
拓　
海

佳
作四

ヶ
浦
小
学
校	

五
年	

岩　
﨑　
星　
空

織
田
小
学
校	

二
年	

大　
川　
夏　
輝

四
ヶ
浦
小
学
校	

六
年	

三　
上　
士　
湧

詩
部
門 

（
中
学
生
の
部
）

大
賞社

中
学
校	

二
年	

城　
地　
柚　
希

「
白
い
宝
石
」

サ
サ
サ
…

広
い
台
地
に
咲
き
誇
る　
白
く
輝
く
水
仙
を

や
さ
し
く
や
さ
し
く
な
で
て
い
く

白
く
輝
く
花
弁
や　
自
然
を
感
じ
る
緑
の
葉
が

身
を
任
せ
て
静
か
に
揺
れ
る

雲
の
間
か
ら　
日
が
差
し
こ
め
ば

雨
上
が
り
の
水
滴
が　
空
を
向
い
て
る
花
び
ら
が

俳
句
部
門 

（
小
学
生
の
部
）

大
賞城

崎
小
学
校	

五
年	

森　
下　
和　
大

「
水
仙
と
同
じ
海
見
る
ぼ
く
が
い
る
」

奨
励
賞

宮
崎
小
学
校	

一
年	

宮　
本　
　
　
葵

城
崎
小
学
校	

四
年	

道　
前　
涼　
菜

佳
作織

田
小
学
校	

三
年	

鈴　
木　
夢　
唯

織
田
小
学
校	

四
年	

駒　
野　
椿　
季

宮
崎
小
学
校	

四
年	

高　
原　
実　
柚

俳
句
部
門 

（
中
学
生
の
部
）

大
賞朝

日
中
学
校	

三
年	

御　
嶽　
侑　
輝

「
平
成
の
最
後
の
幸
せ
越
前
蟹
」

奨
励
賞

仙
台
市
立
吉
成
中
学
校
二
年	

横　
溝　
麻
志
穂

織
田
中
学
校	

一
年	

田　
中　
琉　
偉

佳
作織

田
中
学
校	

一
年	

泉　
　
　
初　
音

朝
日
中
学
校	

一
年	

千　
秋　
未　
来

宮
崎
中
学
校	

三
年	

江　
端　
は
る
か

　

今
回
で
19
回
目
を
迎
え
た
当
コ
ン
ク
ー
ル
に

は
詩
部
門
に
４
５
６
編
、俳
句
部
門
に
４
，０
８
０

句
が
寄
せ
ら
れ
、
両
部
門
で
大
賞
、
奨
励
賞
、
佳

作
の
ほ
か
、越
前
町
商
工
会
長
賞
、越
前
丹
生
農

業
協
同
組
合
長
賞
、越
前
町
漁
業
協
同
組
合
長
賞
、

越
前
町
観
光
連
盟
会
長
賞
の
計
58
作
品
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

3
月
23
日
に
は
、
越
前
町
営
越
前
体
育
館
で

表
彰
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。
各
賞
の
表
彰
が
終

了
し
た
後
は
、
大
賞
受
賞
者
に
よ
る
作
品
朗
読

と
作
品
作
り
に
取
り
組
ん
だ
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

や
受
賞
の
感
想
な
ど
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
あ
り

ま
し
た
。

俳
句
部
門 

（
高
校
生
の
部
）

大
賞丹

生
高
等
学
校	

二
年	

寺　
野　
航　
大

「
久
々
の
実
家
で
味
わ
う
カ
ニ
の
な
べ
」

奨
励
賞

丹
生
高
等
学
校	

一
年	

小　
山　
睦　
生

丹
生
高
等
学
校	

二
年	

牧　
野　
俊　
介

佳
作丹

生
高
等
学
校	

三
年	

高　
原　
紀　
洋

丹
生
高
等
学
校	

一
年	

林　
　
　
洵　
菜

丹
生
高
等
学
校	

二
年	

和　
田　
智　
矢

俳
句
部
門 

（
一
般
の
部
）

大
賞福

井
県
越
前
市	

	

金　
森　
信　
子

「
せ
い
こ
蟹
ほ
ぐ
し
て
供
ふ
七
七
忌
」

奨
励
賞

島
根
県
安
来
市	

	

角　
森　
玲　
子

福
井
県
鯖
江
市	

	

嶋　
田　
富
士
雄

佳
作埼

玉
県
上
尾
市	

	

鈴　
木　
良　
二

福
井
県
福
井
市	

	

畑　
下　
信　
子

兵
庫
県
明
石
市	

	

田　
底　
淳　
子

詩
部
門 

（
小
学
生
の
部
）

大
賞織

田
小
学
校	

三
年	

小　
林　
直　
美

「
ふ
し
ぎ
な
花
」

水
せ
ん
の
花
を
見
る
と

せ
す
じ
が
ピ
ン
と
の
び
る

わ
た
し
だ
け
か
な
…

お
母
さ
ん
に
聞
い
て
み
た

「
水
せ
ん
の
花
っ
て
ど
ん
な
か
ん
じ
が
す
る
？
」

「
な
ん
だ
か
気
持
ち
が
シ
ャ
キ
ッ
と
す
る
よ
。」

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
聞
い
て
み
た

「
水
せ
ん
の
花
っ
て
ど
ん
な
か
ん
じ
が
す
る
？
」

「
ひ
か
え
め
だ
け
ど
強
さ
が
あ
る
花
だ
ね
。」

ふ
し
ぎ
な
パ
ワ
ー
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
…

よ
し
、水
せ
ん
の
事
を
調
べ
て
み
よ
う
！

『
寒
い
冬
に
海
か
ら
吹
き
つ
け
る
風
に
も
負
け
ず

 

た
と
え
雪
が
ふ
っ
て
も
お
れ
ず

 

曲
が
っ
て
も
雪
が
と
け
れ
ば
起
き
上
が
り

 

り
ん
と
し
て
い
て
あ
ま
い
か
お
り
が
強
い
花
』

わ
た
し
は
か
っ
こ
い
い
と
思
っ
た
。

輝
き
を
放
ち
透
き
通
る

心
地
よ
い
風　
空
か
ら
降
り
注
ぐ
暖
か
な
光

輝
き
続
け
る
白
い
絨
毯
が

こ
の
台
地
を
優
し
く
包
み
こ
む

広
い
世
界
に
勇
気
を
く
れ
る

サ
サ
サ
…　
サ
サ
サ
…

耳
を
す
ま
せ
ば
聞
こ
え
る

優
し
く
力
強
い
自
由
の
声

波
に
漂
う
自
然
の
香
り

大
地
に
差
し
こ
む
一
筋
の
希
望

永
遠
に
輝
き
続
け
る　
越
前
の
白
い
宝
石

奨
励
賞

社
中
学
校	

二
年	

猪　
野　
里
三
菜

社
中
学
校	

二
年	

大　
坂　
陽　
菜

佳
作彦

根
市
立
西
中
学
校	

二
年	

後　
藤　
　
　
練

越
前
中
学
校	

一
年	

佐
々
木　
一　
椛

社
中
学
校	

二
年	

藤　
嶋　
亜　
衣

詩
部
門 

（
高
校
生
の
部
）

大
賞三

国
高
等
高
校	

三
年	

岡　
本　
未　
久

「
花
言
葉
」

も
う
一
度
愛
し
て
ほ
し
い

こ
の
人
は
今
そ
う
思
っ
て
る

失
恋
し
た
の
？
大
事
な
人
を
失
っ
た
の
？

聞
い
て
あ
げ
た
く
て
も
聞
い
て
あ
げ
ら
れ
な
い

だ
っ
て
わ
た
し
は

水
仙
だ
か
ら

た
だ
咲
い
て
い
て

い
ろ
ん
な
気
持
ち
の
人
を

見
て
い
る
こ
と
し
か
で
き
な
い

で
も
、私
の
花
言
葉
知
っ
て
る
？

私
は
白
い
水
仙

私
の
花
言
葉
は
今
の
あ
な
た
の
気
持
ち

「
も
う
一
度
愛
し
て
ほ
し
い
」

私
を
部
屋
に
飾
っ
て
み
る
？

も
う
一
度
愛
し
て
も
ら
え
る
か
も
し
れ
な
い
よ
？

あ
な
た
の
恋
を

ず
っ
と
見
守
っ
て
あ
げ
た
い
け
ど

私
の
命
は

冬
し
か
な
い

毎
年
見
守
っ
て
あ
げ
れ
ず
に

土
に
帰
る
の
が
心
残
り
な
の

だ
か
ら

あ
な
た
の
恋
は

私
が
ず
っ
と
見
て
て
あ
げ
る

私
の
甘
い
香
り
が
漂
う
と
き

あ
な
た
に
新
し
い
春
が
訪
れ
ま
す
よ
う
に

私
が
次
咲
く
と
き
も

私
の
花
言
葉
で

勇
気
づ
け
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
よ
う
に

冬
限
定
の
何
も
話
さ
な
い

恋
愛
相
談
所

奨
励
賞

県
立
盲
学
校	

三
年	

小　
林　
倫　
大

高
岡
第
一
高
等
学
校　
一
年	

細　
川　
依　
蕗

佳
作尼

崎
高
等
学
校	

三
年	

髙　
寄　
　
　
楓

藤
島
高
等
高
校	

二
年	

和　
田　
彩　
花

三
国
高
等
高
校	

三
年	

渡　
辺　
大　
門

入
賞
者 

大
賞
作
品
テーマ
きもち

特  集

「
越
前

」
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えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s

詩
部
門 
（
一
般
の
部
）

大
賞福

井
県
坂
井
市	

	

白　
﨑　
博　
長

「
蟹
の
小
皿
」

母
の
前
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か

あ
の
蟹
の
小
皿
は
…
…

そ
れ
が
大
ご
と
か
の
よ
う
に

奥
深
く
へ
と
続
く
記
憶
の
坂
を

次
第
に
ス
ピ
ー
ド
を
増
し
て

駆
け
下
り
て
行
っ
た

下
駄
が
一
緒
に
暮
ら
し
て
る

威
張
っ
た
顔　
瓜
実
顔　
や
ん
ち
ゃ
顔
が

笏
谷
石
の
通
路
に
並
ん
で
る

七
輪
の
上
の
薬
缶
が
食
卓
の
横
で

ホ
ッ
ホ
ッ
ホ
ッ
と

ほ
っ
ぺ
を
膨
ら
ま
し

綿
毛
を
放
っ
て
る

せ
っ
せ
と
動
く
二
つ
の
影

父
は
三
杯
の
蟹
の
足
に

出
刃
包
丁
を
縦
に
入
れ

母
は
蟹
の
爪
で

足
の
先
の
先
ま
で
身
を
出
し

大
根
お
ろ
し
に
和
え
る

味
付
け
は
父

醤
油　
酢
と
…
…

母
は
大
鉢
か
ら

赤
い
箸
で
七
つ
の
小
皿
に

無
造
作
に
の
せ
て
い
く

で
も　
小
皿
の
嵩
は　
み
な
同
じ

縦
か
ら　
横
か
ら　
斜
め
か
ら
視
て
も

ば
く
は
箸
で
小
さ
く
つ
ま
み

舌
に
の
せ
る　
ま
た　
小
さ
く

味
蕾
で

オ
ル
ゴ
ー
ル
が
鳴
っ
て
い
る

ご
馳
走
の
と
き
に
限
っ
て

母
の
前
に
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

胸
に
差
す
朧
気
な
光
が

下
駄　
七
輪　
薬
缶
と

暮
ら
し
て
た

母
の
持
つ
ラ
ン
プ
灯
の
よ
う
な
気
が
し
て

親
と
な
っ
て　
三
十
八
年

気
持
ち
の
底
で

そ
の
鈍
色
の
光
は

小
さ
く
小
さ
く
瞬
い
て
い
る

奨
励
賞

埼
玉
県
北
本
市	

	

安　
原　
輝　
彦

福
岡
県
朝
倉
市	

	

感
王
寺　
美
智
子

佳
作京

都
府
南
丹
市	

	

西　
川　
勝　
美

岐
阜
県
岐
阜
市	

	

後　
藤　
　
　
順

京
都
府
京
都
市	

	

戸　
田　
和　
樹

越
前
町
商
工
会
長
賞（
俳
句
部
門
）

宮
崎
小
学
校	

一
年	

中　
村　
歩　
愛

川
越
市
立
福
原
中
学
校

	

二
年	

渕　
名　
萌　
永

丹
生
高
等
学
校	

二
年	

太　
田　
愛
有
未

越
前
丹
生
農
業
協
同
組
合
長
賞（
詩
部
門
）

四
ヶ
浦
小
学
校	

五
年	

田　
中　
莉　
穂

越
前
中
学
校	

三
年	

親　
崎　
智　
乃

奥
越
特
別
支
援
学
校	

一
年	

相　
原　
由　
果

越
前
町
漁
業
協
同
組
合
長
賞

俳
句
部
門（
一
般
の
部
）

　
東
京
都
府
中
市	

	

札　
場　
靖　
人

詩
部
門（
一
般
の
部
）

　
福
井
県
坂
井
市	

	

細　
川　
正　
章

越
前
町
観
光
連
盟
会
長
賞

俳
句
部
門（
一
般
の
部
）

　
福
井
県
越
前
市	

	

中　
山　
昭　
子

詩
部
門（
一
般
の
部
）

　
福
井
県
福
井
市	

	

山　
下　
菜　
香

（
学
校
名
・
学
年
は
表
彰
式
当
時
の
も
の
で
す
。）

問
合
せ
先　
生
涯
学
習
課　
☎
３
４‒

２
０
０
０

　
本
年
度
の
教
育
相
談
員
は
次
の
み
な
さ
ん
で

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
所
長・教
育
相
談
員　
塚
本　
長
栄
（
再
任
）

　
教
育
相
談
員　
藤
澤
し
の
ぶ
（
再
任
）

　
教
育
相
談
員　
上
田　
芳
江
（
再
任
）

　
越
前
町
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
校
に

行
き
た
い
の
に
行
け
な
い
児
童
生
徒
を
支
援
す

る
た
め
に
「
は
ば
た
き
教
室
」
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
教
室
で
は
、
会
話
、
遊
び
、
学
習
支
援

な
ど
の
活
動
を
通
し
、
子
ど
も
の
心
の
居
場
所

を
つ
く
り
、
集
団
活
動
へ
の
自
信
を
は
ぐ
く
ん

で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
悩
み
を
抱
え
て
い
る
保

越
前
町
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
は
ば
た
き
教
室
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

護
者
な
ど
を
支
援
す
る
た
め
に
「
教
育
相
談
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
者
に
寄
り
添
い
、
状
況
の
改
善
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。
ま
ず
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

場
　
所　
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象
者　
小
・
中
学
生
、
保
護
者

時
　
間　
午
前
9
時
か
ら
午
後
2
時

　
　
　
　
（
土
日
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

問
合
せ
先

　
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
は
ば
た
き
教
室
」

　
☎
３
４‒

８
７
１
８

　
3
月
16
日
、
ア
オ
ッ
サ
で
伝
統
的
民
家
群
保

存
活
用
推
進
地
区
の
指
定
書
交
付
式
が
行
わ

れ
、
中
区
が
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
3
月
28
日
に
は
、
中
区
の
宇
野
義
信

区
長
と
水
嶋
英
雄
副
区
長
が
来
庁
さ
れ
、
内
藤

町
長
に
喜
び
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
中
区
は
、
切
妻
屋
根
で
妻
壁
が
柱
と
梁
の
格

子
組
で
漆
喰
塗
と
な
っ
て
い
る
、
福
井
の
伝
統

的
民
家
に
該
当
す
る
家
屋
が
集
積
し
て
お
り
、

昔
な
が
ら
の
景
観
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
集
落
の
景
観
を
活
か
し
た
地
域
づ

く
り
活
動
を
行
う
予
定
で
す
。

中
区
が
伝
統
的
民
家
群
保
存
活
用
推
進
地
区
に
指
定
さ
れ
ま
し
た

▲受賞の喜びを報告した宇野区長（中）、水嶋副区長（右）

特  集

青 

柳
　
良 

彦

米 

沢
　
康 

彦

北
島　
忠
幸

◇
総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員
会 （
7
人
）

　
◎
笠
原　
秀
樹　
　
〇
南　
ゆ
か
り

　
　
木
村　
　
繁　
　
　
青
柳　
良
彦

　
　
齋
藤　
　
稔　
　
　
佐
々
木
一
郎

　
　
髙
田　
浩
樹

◇
産
業
土
木
常
任
委
員
会
（
6
人
）

　
◎
藤
野　
菊
信　
　
〇
北
島　
忠
幸

　
　
𠮷
村　
春
男　
　
　
伊
部　
良
美

　
　
田
中
太
左
ヱ
門　
　
　
米
沢　
康
彦

◇
議
会
運
営
委
員
会
（
6
人
）

　
◎
木
村　
　
繁　
　
〇
伊
部　
良
美

　
　
笠
原　
秀
樹　
　
　
佐
々
木
一
郎

　
　
藤
野　
菊
信　
　
　
南　
ゆ
か
り

◇
議
会
広
報
特
別
委
員
会 （
7
人
）

　
◎
𠮷
村　
春
男　
　
〇
髙
田　
浩
樹

　
　
北
島　
忠
幸　
　
　
木
村　
　
繁

　
　
伊
部　
良
美　
　
　
齋
藤　
　
稔

　
　
南　
ゆ
か
り

　
議
　
長

　
副
議
長

　
議
会
選
出
監
査
委
員

　
委
員
会
構
成
　
◎
：
委
員
長
○
：
副
委
員
長

議
長
お
よ
び
副
議
長
就
任
の
ご
挨
拶

越
前
町
議
会
議
長
　
　
青
柳
　
良
彦

越
前
町
議
会
副
議
長
　
米
沢
　
康
彦

　

こ
の
た
び
、
4
月
12
日
開
催
の
臨
時
議
会
に

お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
議

長
お
よ
び
副
議
長
に
就
任
を
い
た
し
ま
し
た
。

身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
職
責

の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま

す
。
今
後
は
、
議
会
の
代
表
と
し
て
全
力
を
注
ぎ
、

公
正
か
つ
円
滑
な
議
会
運
営
に
取
り
組
ん
で
参

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
が
確
実
に
進
む
中
で
、
誰
も
が
住
み

た
い
と
思
う
、
人
を
惹
き
つ
け
る
環
境
を
本
町

に
ど
う
実
現
し
て
行
く
の
か
。
ま
た
、
防
災
安
全
、

地
域
公
共
交
通
、
地
域
福
祉
そ
し
て
教
育
環
境

な
ど
本
町
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
将
来
に
向
か
っ

て
適
正
か
つ
安
定
的
に
提
供
す
る
な
ど
、
検
討

す
べ
き
課
題
が
多
数
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
町
民

の
皆
様
の
声
を
し
っ
か
り
聴
い
て
、
行
政
と
議

論
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
様
と
議
会

と
の
距
離
を
縮
め
て
、
課
題
の
解
決
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

　
町
議
会
は
、
町
民
の
皆
様
の
多
様
な
意
見
を
町

政
に
適
切
に
反
映
さ
せ
る
責
務
を
担
い
、
今
後

と
も
全
議
員
が
そ
の
役
割
を
深
く
認
識
し
、
様
々

な
課
題
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会 （
13
人
全
員
）

　
◎
佐
々
木
一
郎　
　
〇
𠮷
村　
春
男

◇
原
子
力
発
電
安
全
対
策
特
別
委
員
会
（
13
人
全
員
）

　
◎
髙
田　
浩
樹　
　
〇
田
中
太
左
ヱ
門

　
4
月
12
日
に
召
集
さ
れ
た
平
成
31
年
第
1
回
越
前
町
議
会
臨
時
会
で
、
正
副
議
長
お
よ
び
議
会
選

出
監
査
委
員
、
各
委
員
会
の
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
決
ま
り
ま
し
た
。

新
し
い
議
会
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
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着
　
任
　
校

職
　
　
名

氏
　
　
　
名

旧
　
　
所
　
　
属
　
　
校

朝
日
小
学
校

教

諭

安　

井　

豊　

宏

福
井
市　

清
水
北
小
学
校

〃

教

諭

近　

藤　

恭　

子

越
前
市　

武
生
南
小
学
校

〃

教

諭

本　

谷　

佳　

規

新
採
用

常
磐
小
学
校

校

長

山　

本　

一　

博

鯖
江
市　

中
央
中
学
校

糸
生
小
学
校

教

諭

渡　

邊　

ま　

こ

新
採
用

宮
崎
小
学
校

教

諭

村　

井　

和　

美

越
前
市　

武
生
第
二
中
学
校　

〃

教

諭

道　

端　

優　

侍

新
採
用

四
ヶ
浦
小
学
校

教

諭

故　

田　

優　

樹

福
井
市　

東
藤
島
小
学
校

〃

事
務
職
員

飛　

田　

江
里
奈

福
井
市　

酒
生
小
学
校

城
崎
小
学
校

教

諭

藤　

田　

柊　

平

新
採
用

織
田
小
学
校

教

諭

渡　

邉　

真
由
美

福
井
市　

進
明
中
学
校

萩
野
小
学
校

教

諭

廣　

瀬　

志
津
江

福
井
市　

上
文
殊
小
学
校

〃

教

諭

竹　

村　

悠　

希

福
井
市　

成
和
中
学
校

〃

教

諭

井　

上　

亜
由
美

新
採
用

朝
日
中
学
校

教

頭

川　

上　

一　

規

福
井
県
立
丹
生
高
等
学
校

〃

教

諭

谷　

野　
　
　

優

大
野
市　

陽
明
中
学
校

〃

教

諭

水　

上　

優　

美

新
採
用

宮
崎
中
学
校

教

諭

佐
々
木　

亮　

祐

鯖
江
市　

中
央
中
学
校

〃

事
務
職
員

煙　

谷　

亜　

未

新
採
用

越
前
中
学
校

教

諭

福　

田　

貴　

弘

福
井
市　

和
田
小
学
校

〃

教

諭

滝　

波　

玲　

佳

新
採
用

織
田
中
学
校

教

諭

木　

村　

友　

哉

鯖
江
市　

立
待
小
学
校

〃

教

諭

堀　

田　
　
　

翼

鯖
江
市　

吉
川
小
学
校

　
3
月
20
日
に
開
か
れ
た
議
会
定
例
会
で
教
育
委
員
に
次
の
人
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
教
育
委
員　
寺
阪　
眞
（
内
郡
）　
【
再
任
】

　
4
月
か
ら
新
た
に
23
人
の
先
生
方
が
町
外
か
ら
着
任
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
3
月
3
日
、
い
し
か
わ
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
第
34
回
北
陸
三
県
少
年
剣
道
錬
成
大
会

が
開
か
れ
、
越
前
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
が
小
学
生

高
学
年
の
部
で
、
3
位
入
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、小
学
生
高
学
年
１
０
７
チ
ー

ム
、
低
学
年
78
チ
ー
ム
、
中
学
生
72
チ
ー
ム
の

総
勢
２
５
７
チ
ー
ム
が
参
加
す
る
北
陸
三
県

随
一
の
大
会
で
す
。

　
越
前
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
は
、「
こ

れ
か
ら
も
こ
の
成
績
に
驕
る
こ
と
な
く
、
よ
り

一
層
の
稽
古
に
励
ん
で
精
進
し
て
い
き
ま
す
。」

と
力
強
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
町
民
の
み
な

さ
ん
の
あ
た
た
か
い
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

第
34
回
北
陸
三
県
少
年
剣
道
錬
成
大
会

▲右から矢田部晄さん、森下和大さん、山本天晴さん、
　岩﨑成生さん、伊藤翔さん

　

越
前
町
学
校
教
育
環
境
調
査
委
員
会
で
は
、

今
後
も
児
童
・
生
徒
数
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
を
町
全
体
で
現
実
的
な
問
題
と
し
て
認
識

し
、
将
来
の
学
校
教
育
の
展
望
を
協
議
し
て
い

く
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
、
昨
年
9
月
か

ら
10
月
に
か
け
て
、「
一
般
町
民
」「
未
就
学
児
、

小
・
中
学
生
の
保
護
者
」「
小
・
中
学
生
」
を
対

象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
性
別
、
年
齢
、

居
住
学
校
区
な
ど
の
基
本
的
項
目
の
ほ
か
、
小・

中
学
校
へ
の
通
学
に
関
す
る
事
項
、
児
童
・
生

徒
数
に
関
す
る
事
項
、
小
・
中
学
校
の
学
校
教

育
環
境
の
現
況
に
つ
い
て
と
今
後
重
要
だ
と
思

う
事
項
、
今
後
ど
の
よ
う
な
教
育
に
力
を
入
れ

る
べ
き
か
な
ど
、
今
後
の
あ
る
べ
き
教
育
環
境

に
つ
い
て
様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
特
に
、「
今
後
さ
ら
に
少
子
高
齢
化
が
進
行
す

る
中
、
越
前
町
と
し
て
適
正
な
学
級
数
や
児

童
・
生
徒
数
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
か
。」
と
い
う
設
問
に
対
し
て
は
、

「
一
般
町
民
」「
未
就
学
児
、
小
・
中
学
生
の
保

護
者
」
と
も
に
、
9
割
の
人
が
検
討
は
す
べ
き

だ
と
い
う
回
答
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
の
詳
細
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

学
校
教
育
環
境
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た

31.7％
25.0％

9.5％

7.0％
0.8％ 2.2％

2.7％

21.1％

32.2％

20.3％

8.9％

6.0％
1.2％ 1.5％

2.3％

27.6％

小学校について検討していくべきである

中学校について検討していくべきである

小学校、中学校どちらについても検討して
いくべきである

児童・生徒数が少ない学校については検討
していくべきである

児童・生徒数の状況を見て、将来的には
検討したほうがよい

地域によって児童・生徒数に大きな差が
生じても、現在のままでよい

その他

不明・無回答

【一般町民】 【保護者】

　
4
月
3
日
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
越
前
町

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
委
嘱
式
が
行
わ
れ
、
久
保

教
育
長
か
ら
各
委
員
に
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
み
な
さ
ん
は
、
町
の

ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
運
営
の
一

翼
を
担
い
、
町
民
の
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
参

加
の
輪
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
広
げ
て
い
く
活
動

な
ど
、
広
い
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
委
員
の
み
な
さ
ん
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

委
員
長

　
佐
々
木
正
純

副
委
員
長

　
時
田　
典
和　
　
小
辻　
陽
子

委
　
　
員

　
渡
辺　
　
求　
　
塚
本　
幸
代

　
青
山　
千
穂　
　
橋
本
あ
ゆ
み

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
委
嘱
式

▲スポーツ推進委員のみなさん

　
荒
木　
美
穂　
　
佐
々
木
絵
菜

　
小
橋
美
智
子　
　
髙
島　
隆
治

　
小
松
つ
き
代　
　
濵
野　
良
行

　
堀　
　
龍
男　
　
室
田　
翔
一

　
森
嵜　
祥
基

　

3
月
28
日
～
30
日
、
埼
玉
県
立
武
道
館
で

「
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ	

文

部
科
学
大
臣
旗
争
奪	

彩
の
国
杯
第
13
回
全
国

中
学
生
空
手
道
選
抜
大
会
」
が
開
か
れ
、
福
井

工
大
附
属
福
井
中
学
空
手
道
部
所
属
の
佐
々
木

天
翔
さ
ん
（
西
ヶ
丘
区
）
が
中
学
1
年
個
人
組

手
競
技
に
出
場
し
ま
し
た
。
3
回
戦
ま
で
勝
ち

進
み
ま
し
た
が
、
4
回
戦
で
惜
敗
し
ま
し
た
。

　
佐
々
木
さ
ん
は
昨
年
11
月
に
福
井
県
で
行
わ

れ
た
県
選
抜
選
考
大
会
で
1
位
選
抜
さ
れ
て
、

本
町
か
ら
初
の
代
表
入
り
で
し
た
。
今
年
度
も

彩
の
国
杯
　
第
13
回
全
国
中
学
生
空
手
道
選
抜
大
会
出
場
　
佐
々
木
天
翔
さ
ん

▲佐々木天翔さん

▲朝日野球スポーツ少年団のみなさん

　
4
月
7
日
、
越
前
町
営
野
球
場
で
第
13
回
越

前
町
長
杯
学
童
野
球
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

町
内
の
軟
式
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
3
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
朝
日
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
優

勝
に
輝
き
ま
し
た
。
選
手
た
ち
は
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
随
所
に
気
迫
あ
ふ

れ
る
好
プ
レ
ー
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

　
優
　
勝　
朝
日
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
準
優
勝　
越
前
ニ
ュ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
ズ

　
第
3
位　
宮
崎
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ズ

第
13
回
越
前
町
長
杯
学
童
野
球
大
会

代
表
入
り
で
き
る
よ
う
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の

温
か
い
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s
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課長
酒井英則

課長補佐（住宅政策）
荒井基志
課長補佐（移住定住）
山口和美

課員
宮永裕次・古﨑竜司・水島美奈
左近知也定住促進課

☎34‒8727

図書館織田分館 館長心得（兼）
藤﨑健一

司書
阿部祥子☎36‒2288

図書館宮崎分館 館長心得（兼）
藤﨑健一

司書
文室小百合☎32‒7712

議　会
議会事務局長
佐々木大輔

次長
轟久美子

書記
杉森　匡

総務理事
出口俊一

町　長
内藤俊三

副町長
野　賢一

民生理事
上坂明子

スポーツ振興課
課長
松村徹治

課長補佐
北島崇行

課員
川端雅旭・竹内美幸・上平圭太
三谷元騎・渡辺晃大☎34‒8730

総
　
　
　
　務
　
　
　
　部
　
　
　
　門

民
　
　
　
　
　生
　
　
　
　
　部
　
　
　
　
　門

就労支援室 室長（兼）
髙木剛彦

室長補佐
森﨑千春

課員
牛若千鶴

課員（兼）
堤　真穂☎34‒8705

課長
髙木剛彦

課長補佐
安井俊幸

課員
上坂佳一・小山喜世美・中村英哲
森下智晴・堤　真穂

商工観光課
☎34‒8720

課長
水島博之

課長補佐（農政）
森﨑晃次
課長補佐（農林水産）
小河宗基

課員
木原尚裕・藤田智広・竹内敏雄
水野義之・浜野宏次・牧田茂晴
西端沙紀・山下祥兵・上坂健太郎

農林水産課
☎34‒8704

産業理事
牧田芳広 産

　業
　部
　門

教
　
　
　
　
　
　育
　
　
　
　
　
　委
　
　
　
　
　
　員
　
　
　
　
　
　会

教育委員会事務局長
吉田純子

民
　
　生
　
　部
　
　門

教育長
久保理惠子

派 遣 職 員

福井県
小林宏光

（一財）越前町公共施設管理公社
青山秋彦・松本　淳・早坂英介
石川智美・三田村保夫

福井県地方税滞納整理機構（兼）
下仲　翔

（一社）越前町観光連盟
福澤秀一・毛利裕昭

鯖江広域衛生施設組合
大矢康一

図書館 館長心得
藤﨑健一

館長補佐（司書）
堤　和代☎34‒0395

文化歴史館 館長補佐
岡田正一

学芸員
堀　大介・小辻陽子・村上雅紀☎36‒2288

生涯学習センター
織田分館

館長（併）
鈴木恵美

館長補佐（併）
北野宗昭

課員（併）
佐々木桂子・下仲順子・吉田卓矢

☎36‒7712

生涯学習センター
越前分館

館長（併）
山谷芳一

館長補佐（併）
小道世知紀

課員（併）
大橋伸也・牧田千佳・黒田麻里
事務補助員（併）
道畑直和☎37‒7712

生涯学習センター
宮崎分館

館長（併）
原　雅哉

館長補佐心得（併）
小山さとみ

課員（併）
佐々木ひとみ・高原健二・齋藤　尭

☎32‒7712

生涯学習
センター

所長（兼）
津田豊申

次長（兼）
髙木裕見子

課員（兼）
山田宗治・森下亜希子・安井明希子
橘　研吾☎34‒2000

生涯学習課
課長
津田豊申

課長補佐
髙木裕見子

課員
山田宗治・森下亜希子・安井明希子
橘　研吾☎34‒2000

越前町学校
給食センター

次長
山田幸一

栄養士
野村晶子・宮下拓翔
技術補助員
神谷宗典☎32‒3301

宮崎中学校 用務員
宮川幸代☎32‒2032

織田中学校 用務員
森川陽子☎36‒0059

朝日小学校 用務員
京藤直美☎34‒0031

糸生小学校 用務員
進士利栄☎34‒5002

常磐小学校 用務員
西野ひとみ☎34‒1374

宮崎小学校 用務員
相馬はるみ☎32‒2002

城崎小学校 用務員
大川好枝☎37‒1031

織田小学校 用務員
磯網美代子☎36‒0019

萩野小学校 用務員
渡辺奈保美☎36‒0028

国際交流室 室長（兼）
津田豊申

室長補佐（兼）
髙木裕見子

課員
モハマドシャイリル

課員（兼）
山田宗治☎34‒8713

学校教育課

課長
菅原辰彦

課長補佐
水島友樹

課員
松島顕子・佐々木浩子・正木俊行
髙木浩輔・坂下彩音・久保伶奈
指導主事
佐々木史世☎34‒8716

会計管理者
佐々木靖郎

会　計　課 課長
山下和信

課長補佐
稲田明美

課員
藤野祐子☎34‒8706

会計理事（兼）
佐々木靖郎

税　務　課
課長
友広家延

課長補佐（課税）
山内了輔
課長補佐（納税）
中上由美

課員
武田喜之・中倉京子・森下千尋
坂下由美子・大鎌瑞奈・下仲　翔
水嶋康志郎・松田貴之・松井千尋☎34‒8709

会
計
部
門

課長
佐々木訟覚

課長補佐（上水）
久保義治
課長補佐（下水）
清水英一

課員
牧野正克・小西智弘・阪下倫夫
佐々木岳大・木村良太・谷口悦子
中島悠太

上下水道課
☎34‒8707

建設理事
畑　雅樹

建
　設
　部
　門

建　設　課

課長
山口隆司

課長補佐（朝日･宮崎）
尾澤正章

課員
伊部茂幸・山本周二良・黒﨑一哉
渡辺大作・冨田洋輔・大久保佳輝
奥山友梨香
技術補助員
小川　茂

課長補佐（越前･織田）
毛利章憲

☎34‒8703

地域包括
支援センター

センター長
黒田とみ子

センター長補佐
谷﨑美香世

保健師
増田潤一郎

ホームヘルパー
掃部智子

介護福祉士
水島由紀・姉﨑加奈子☎34‒8729

子育て世代
包括支援センター

センター長
吉田直子

保健師
岡田明代・坂尻友梨佳
栄養士
出倉愛実☎34‒8821

健康保険課

課長
安達俊英

課長補佐
（国保・年金・後期高齢）
川嶋孝史

課員
木原千晶・見谷理奈・和田幸也
上野孝則・堀内文夫・村上広樹

課長補佐（介護）
水島伸也

保健師
髙島幸恵・南　七恵
栄養士
榎本博美
事務補助員
川上清恵

ホームヘルパー
高橋浩子

課長補佐（健康増進）
出口博美

☎34‒8710

宮崎子育て支援センター 所長（兼）
田邉香織☎32‒2323

宮崎児童館 館長
田邉香織

主任児童厚生員
松葉雪枝☎32‒2323

小曽原保育所 所長
井上佳津代

保育士
芝田優子・小荒繁美・与坂悠子・酒井基圭☎32‒2039

宮崎中央保育所
所長
西村千香子

保育士
高原律子・堀　京子・齋藤忠良・木下祐子
三村彰信・近藤泰子・佐々木葵・永谷沙織☎32‒2067

朝日南保育所
所長
牧野由美恵

保育士
北島優子・福岡沙織・青山裕美
八田あずさ

調理員
齊藤ひろみ

☎34‒1614

朝日西保育所
所長
竹内喜美

保育士
青山美智代・月田有香・谷口万絵・中山貴世
谷口育代・金本芳恵・鈴木知恵

☎34‒5602

福祉課

課長
林　和美

課長補佐（児童福祉）
菅原多恵
課長補佐（社会・高齢福祉）
林　康彦

課員
後藤邦枝・三七広樹・柴矢昌美
山﨑充晃・鈴木亜紀子・宮﨑みか
山田朋美・飛田莉奈江

保健師
木下里美

児童家庭相談員（兼）
田邉香織☎34‒8725

男女共同参画・人権室 室長（兼）
臥龍岡尊哉

室長補佐（兼）
岡田寿子

課員（兼）
髙松千鶴☎34‒8715

住民環境課
課長
臥龍岡尊哉

課長補佐（住民）
岡田寿子
課長補佐（環境）
中村弘和

課員
森﨑さゆり・髙松千鶴・清水拓郎
野　哲治・加藤条太郎・幸山流気
山川恭佳☎34‒8708

室長
鈴木恵美

室長補佐
北野宗昭

課員
佐々木桂子・下仲順子・吉田卓矢

織田住民
サービス室

センター長（兼）
鈴木恵美

センター長補佐（兼）
北野宗昭
（地域防災担当）

課員（兼）
佐々木桂子・下仲順子・吉田卓矢

織田コミュニティ
センター

☎36‒1111

☎36‒7711

室長
山谷芳一

室長補佐
小道世知紀

課員
大橋伸也・牧田千佳・黒田麻里
事務補助員
道畑直和

事務補助員（兼）
道畑直和

越前住民
サービス室

センター長（兼）
山谷芳一

センター長補佐（兼）
小道世知紀
（地域防災担当）

課員（兼）
大橋伸也・牧田千佳・黒田麻里越前コミュニティ

センター
☎37‒1501

☎37‒7711

室長
原　雅哉

室長補佐心得
小山さとみ

課員
佐々木ひとみ・高原健二・齋藤　尭宮崎住民サービス室

センター長（兼）
原　雅哉

センター長補佐心得（兼）
小山さとみ
（地域防災担当）

課員（兼）
佐々木ひとみ・高原健二・齋藤　尭

宮崎コミュニティ
センター

☎32‒2000

☎32‒7711

監理課
課長
佐々木直人

課長補佐（入札・検査）
河瀬慎人
課長補佐（施設）
中村あい

課員
上山和美・大橋直人・畑　優器
増田佑馬・竹内史哉

☎34‒8719

朝日コミュニティセンター センター長（兼）
石田和也

センター長補佐（兼）
谷口浩之

課員（兼）
河合　智☎34‒7771

地域創生室 室長（兼）
石田和也

室長補佐
河合純子

課員
坂下哲哉・宮﨑りの

課員（兼）
西森千尋☎34‒8714

企画財政課
課長
石田和也

課長補佐
谷口浩之

課員
河合　智・西　益男・駒野裕子
西森千尋・林　彰紀☎34‒8702

防災安全課 課長
齋藤健治

課長補佐
上坂健一

課員
佐々木由里・安井正樹・山口堅悟☎34‒8721

町長公室 室長（兼）
杉本恭伸

室長補佐
伊部由三

課員
山口祐子

運転手
松村　修☎34‒8728

庁舎建設室 室長（兼）
杉本恭伸

室長補佐
新谷　満

課員
鷲田久憲☎34‒8711

総務課
課長
杉本恭伸

課長補佐（人事）
岡山克大

課長補佐（行政）
宮川泰昌

課員
笠川晃央・中西亜由美・青山晴彦
大鎌延浩

☎34‒8700

情報統計室
室長（兼）
杉本恭伸

課員（兼）
青山晴彦

室長補佐
佐々木貴久

課員
小辻和正・上野一誠

☎34‒8701

図書館越前分館 館長心得（兼）
藤﨑健一

館長補佐（司書）（兼）
堤　和代

事務補助員
山﨑美保子☎37‒7713

令和元年度越前町職員組織図

課長
酒井英則

課長補佐（住宅政策）
荒井基志
課長補佐（移住定住）
山口和美

課員
宮永裕次・古﨑竜司・水島美奈
左近知也定住促進課

☎34‒8727

図書館織田分館 館長心得（兼）
藤﨑健一

司書
阿部祥子☎36‒2288

図書館宮崎分館 館長心得（兼）
藤﨑健一

司書
文室小百合☎32‒7712

議　会
議会事務局長
佐々木大輔

次長
轟久美子

書記
杉森　匡

総務理事
出口俊一

町　長
内藤俊三

副町長
野　賢一

民生理事
上坂明子

スポーツ振興課
課長
松村徹治

課長補佐
北島崇行

課員
川端雅旭・竹内美幸・上平圭太
三谷元騎・渡辺晃大☎34‒8730
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髙木剛彦
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森﨑千春

課員
牛若千鶴

課員（兼）
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課長
髙木剛彦

課長補佐
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上坂佳一・小山喜世美・中村英哲
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商工観光課
☎34‒8720

課長
水島博之

課長補佐（農政）
森﨑晃次
課長補佐（農林水産）
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課員
木原尚裕・藤田智広・竹内敏雄
水野義之・浜野宏次・牧田茂晴
西端沙紀・山下祥兵・上坂健太郎

農林水産課
☎34‒8704

産業理事
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教育委員会事務局長
吉田純子

民
　
　生
　
　部
　
　門

教育長
久保理惠子

派 遣 職 員

福井県
小林宏光

（一財）越前町公共施設管理公社
青山秋彦・松本　淳・早坂英介
石川智美・三田村保夫

福井県地方税滞納整理機構（兼）
下仲　翔

（一社）越前町観光連盟
福澤秀一・毛利裕昭

鯖江広域衛生施設組合
大矢康一

図書館 館長心得
藤﨑健一

館長補佐（司書）
堤　和代☎34‒0395

文化歴史館 館長補佐
岡田正一

学芸員
堀　大介・小辻陽子・村上雅紀☎36‒2288

生涯学習センター
織田分館

館長（併）
鈴木恵美

館長補佐（併）
北野宗昭

課員（併）
佐々木桂子・下仲順子・吉田卓矢

☎36‒7712

生涯学習センター
越前分館

館長（併）
山谷芳一

館長補佐（併）
小道世知紀

課員（併）
大橋伸也・牧田千佳・黒田麻里
事務補助員（併）
道畑直和☎37‒7712

生涯学習センター
宮崎分館

館長（併）
原　雅哉

館長補佐心得（併）
小山さとみ

課員（併）
佐々木ひとみ・高原健二・齋藤　尭

☎32‒7712

生涯学習
センター

所長（兼）
津田豊申

次長（兼）
髙木裕見子

課員（兼）
山田宗治・森下亜希子・安井明希子
橘　研吾☎34‒2000

生涯学習課
課長
津田豊申

課長補佐
髙木裕見子

課員
山田宗治・森下亜希子・安井明希子
橘　研吾☎34‒2000

越前町学校
給食センター

次長
山田幸一

栄養士
野村晶子・宮下拓翔
技術補助員
神谷宗典☎32‒3301

宮崎中学校 用務員
宮川幸代☎32‒2032

織田中学校 用務員
森川陽子☎36‒0059

朝日小学校 用務員
京藤直美☎34‒0031

糸生小学校 用務員
進士利栄☎34‒5002

常磐小学校 用務員
西野ひとみ☎34‒1374

宮崎小学校 用務員
相馬はるみ☎32‒2002

城崎小学校 用務員
大川好枝☎37‒1031

織田小学校 用務員
磯網美代子☎36‒0019

萩野小学校 用務員
渡辺奈保美☎36‒0028

国際交流室 室長（兼）
津田豊申

室長補佐（兼）
髙木裕見子

課員
モハマドシャイリル

課員（兼）
山田宗治☎34‒8713

学校教育課

課長
菅原辰彦

課長補佐
水島友樹

課員
松島顕子・佐々木浩子・正木俊行
髙木浩輔・坂下彩音・久保伶奈
指導主事
佐々木史世☎34‒8716

会計管理者
佐々木靖郎

会　計　課 課長
山下和信

課長補佐
稲田明美

課員
藤野祐子☎34‒8706

会計理事（兼）
佐々木靖郎

税　務　課
課長
友広家延

課長補佐（課税）
山内了輔
課長補佐（納税）
中上由美

課員
武田喜之・中倉京子・森下千尋
坂下由美子・大鎌瑞奈・下仲　翔
水嶋康志郎・松田貴之・松井千尋☎34‒8709

会
計
部
門

課長
佐々木訟覚

課長補佐（上水）
久保義治
課長補佐（下水）
清水英一

課員
牧野正克・小西智弘・阪下倫夫
佐々木岳大・木村良太・谷口悦子
中島悠太

上下水道課
☎34‒8707

建設理事
畑　雅樹

建
　設
　部
　門

建　設　課

課長
山口隆司

課長補佐（朝日･宮崎）
尾澤正章

課員
伊部茂幸・山本周二良・黒﨑一哉
渡辺大作・冨田洋輔・大久保佳輝
奥山友梨香
技術補助員
小川　茂

課長補佐（越前･織田）
毛利章憲

☎34‒8703

地域包括
支援センター

センター長
黒田とみ子

センター長補佐
谷﨑美香世

保健師
増田潤一郎

ホームヘルパー
掃部智子

介護福祉士
水島由紀・姉﨑加奈子☎34‒8729

子育て世代
包括支援センター

センター長
吉田直子

保健師
岡田明代・坂尻友梨佳
栄養士
出倉愛実☎34‒8821

健康保険課

課長
安達俊英

課長補佐
（国保・年金・後期高齢）
川嶋孝史

課員
木原千晶・見谷理奈・和田幸也
上野孝則・堀内文夫・村上広樹

課長補佐（介護）
水島伸也

保健師
髙島幸恵・南　七恵
栄養士
榎本博美
事務補助員
川上清恵

ホームヘルパー
高橋浩子

課長補佐（健康増進）
出口博美

☎34‒8710

宮崎子育て支援センター 所長（兼）
田邉香織☎32‒2323

宮崎児童館 館長
田邉香織

主任児童厚生員
松葉雪枝☎32‒2323

小曽原保育所 所長
井上佳津代

保育士
芝田優子・小荒繁美・与坂悠子・酒井基圭☎32‒2039

宮崎中央保育所
所長
西村千香子

保育士
高原律子・堀　京子・齋藤忠良・木下祐子
三村彰信・近藤泰子・佐々木葵・永谷沙織☎32‒2067

朝日南保育所
所長
牧野由美恵

保育士
北島優子・福岡沙織・青山裕美
八田あずさ

調理員
齊藤ひろみ

☎34‒1614

朝日西保育所
所長
竹内喜美

保育士
青山美智代・月田有香・谷口万絵・中山貴世
谷口育代・金本芳恵・鈴木知恵

☎34‒5602

福祉課

課長
林　和美

課長補佐（児童福祉）
菅原多恵
課長補佐（社会・高齢福祉）
林　康彦

課員
後藤邦枝・三七広樹・柴矢昌美
山﨑充晃・鈴木亜紀子・宮﨑みか
山田朋美・飛田莉奈江

保健師
木下里美

児童家庭相談員（兼）
田邉香織☎34‒8725

男女共同参画・人権室 室長（兼）
臥龍岡尊哉

室長補佐（兼）
岡田寿子

課員（兼）
髙松千鶴☎34‒8715

住民環境課
課長
臥龍岡尊哉

課長補佐（住民）
岡田寿子
課長補佐（環境）
中村弘和

課員
森﨑さゆり・髙松千鶴・清水拓郎
野　哲治・加藤条太郎・幸山流気
山川恭佳☎34‒8708

室長
鈴木恵美

室長補佐
北野宗昭

課員
佐々木桂子・下仲順子・吉田卓矢

織田住民
サービス室

センター長（兼）
鈴木恵美

センター長補佐（兼）
北野宗昭
（地域防災担当）

課員（兼）
佐々木桂子・下仲順子・吉田卓矢

織田コミュニティ
センター

☎36‒1111

☎36‒7711

室長
山谷芳一

室長補佐
小道世知紀

課員
大橋伸也・牧田千佳・黒田麻里
事務補助員
道畑直和

事務補助員（兼）
道畑直和

越前住民
サービス室

センター長（兼）
山谷芳一

センター長補佐（兼）
小道世知紀
（地域防災担当）

課員（兼）
大橋伸也・牧田千佳・黒田麻里越前コミュニティ

センター
☎37‒1501

☎37‒7711

室長
原　雅哉

室長補佐心得
小山さとみ

課員
佐々木ひとみ・高原健二・齋藤　尭宮崎住民サービス室

センター長（兼）
原　雅哉

センター長補佐心得（兼）
小山さとみ
（地域防災担当）

課員（兼）
佐々木ひとみ・高原健二・齋藤　尭

宮崎コミュニティ
センター

☎32‒2000

☎32‒7711

監理課
課長
佐々木直人

課長補佐（入札・検査）
河瀬慎人
課長補佐（施設）
中村あい

課員
上山和美・大橋直人・畑　優器
増田佑馬・竹内史哉

☎34‒8719

朝日コミュニティセンター センター長（兼）
石田和也

センター長補佐（兼）
谷口浩之

課員（兼）
河合　智☎34‒7771

地域創生室 室長（兼）
石田和也

室長補佐
河合純子

課員
坂下哲哉・宮﨑りの

課員（兼）
西森千尋☎34‒8714

企画財政課
課長
石田和也

課長補佐
谷口浩之

課員
河合　智・西　益男・駒野裕子
西森千尋・林　彰紀☎34‒8702

防災安全課 課長
齋藤健治

課長補佐
上坂健一

課員
佐々木由里・安井正樹・山口堅悟☎34‒8721

町長公室 室長（兼）
杉本恭伸

室長補佐
伊部由三

課員
山口祐子

運転手
松村　修☎34‒8728

庁舎建設室 室長（兼）
杉本恭伸

室長補佐
新谷　満

課員
鷲田久憲☎34‒8711

総務課
課長
杉本恭伸

課長補佐（人事）
岡山克大

課長補佐（行政）
宮川泰昌

課員
笠川晃央・中西亜由美・青山晴彦
大鎌延浩

☎34‒8700

情報統計室
室長（兼）
杉本恭伸

課員（兼）
青山晴彦

室長補佐
佐々木貴久

課員
小辻和正・上野一誠

☎34‒8701

図書館越前分館 館長心得（兼）
藤﨑健一

館長補佐（司書）（兼）
堤　和代

事務補助員
山﨑美保子☎37‒7713
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課長
酒井英則

課長補佐（住宅政策）
荒井基志
課長補佐（移住定住）
山口和美

課員
宮永裕次・古﨑竜司・水島美奈
左近知也定住促進課

☎34‒8727

図書館織田分館 館長心得（兼）
藤﨑健一

司書
阿部祥子☎36‒2288

図書館宮崎分館 館長心得（兼）
藤﨑健一

司書
文室小百合☎32‒7712

議　会
議会事務局長
佐々木大輔

次長
轟久美子

書記
杉森　匡

総務理事
出口俊一

町　長
内藤俊三

副町長
野　賢一

民生理事
上坂明子

スポーツ振興課
課長
松村徹治

課長補佐
北島崇行

課員
川端雅旭・竹内美幸・上平圭太
三谷元騎・渡辺晃大☎34‒8730

総
　
　
　
　務
　
　
　
　部
　
　
　
　門

民
　
　
　
　
　生
　
　
　
　
　部
　
　
　
　
　門

就労支援室 室長（兼）
髙木剛彦

室長補佐
森﨑千春

課員
牛若千鶴

課員（兼）
堤　真穂☎34‒8705

課長
髙木剛彦

課長補佐
安井俊幸

課員
上坂佳一・小山喜世美・中村英哲
森下智晴・堤　真穂

商工観光課
☎34‒8720

課長
水島博之

課長補佐（農政）
森﨑晃次
課長補佐（農林水産）
小河宗基

課員
木原尚裕・藤田智広・竹内敏雄
水野義之・浜野宏次・牧田茂晴
西端沙紀・山下祥兵・上坂健太郎

農林水産課
☎34‒8704

産業理事
牧田芳広 産

　業
　部
　門

教
　
　
　
　
　
　育
　
　
　
　
　
　委
　
　
　
　
　
　員
　
　
　
　
　
　会

教育委員会事務局長
吉田純子

民
　
　生
　
　部
　
　門

教育長
久保理惠子

派 遣 職 員

福井県
小林宏光

（一財）越前町公共施設管理公社
青山秋彦・松本　淳・早坂英介
石川智美・三田村保夫

福井県地方税滞納整理機構（兼）
下仲　翔

（一社）越前町観光連盟
福澤秀一・毛利裕昭

鯖江広域衛生施設組合
大矢康一

図書館 館長心得
藤﨑健一

館長補佐（司書）
堤　和代☎34‒0395

文化歴史館 館長補佐
岡田正一

学芸員
堀　大介・小辻陽子・村上雅紀☎36‒2288

生涯学習センター
織田分館

館長（併）
鈴木恵美

館長補佐（併）
北野宗昭

課員（併）
佐々木桂子・下仲順子・吉田卓矢

☎36‒7712

生涯学習センター
越前分館

館長（併）
山谷芳一

館長補佐（併）
小道世知紀

課員（併）
大橋伸也・牧田千佳・黒田麻里
事務補助員（併）
道畑直和☎37‒7712

生涯学習センター
宮崎分館

館長（併）
原　雅哉

館長補佐心得（併）
小山さとみ

課員（併）
佐々木ひとみ・高原健二・齋藤　尭

☎32‒7712

生涯学習
センター

所長（兼）
津田豊申

次長（兼）
髙木裕見子

課員（兼）
山田宗治・森下亜希子・安井明希子
橘　研吾☎34‒2000

生涯学習課
課長
津田豊申

課長補佐
髙木裕見子

課員
山田宗治・森下亜希子・安井明希子
橘　研吾☎34‒2000

越前町学校
給食センター

次長
山田幸一

栄養士
野村晶子・宮下拓翔
技術補助員
神谷宗典☎32‒3301

宮崎中学校 用務員
宮川幸代☎32‒2032

織田中学校 用務員
森川陽子☎36‒0059

朝日小学校 用務員
京藤直美☎34‒0031

糸生小学校 用務員
進士利栄☎34‒5002

常磐小学校 用務員
西野ひとみ☎34‒1374

宮崎小学校 用務員
相馬はるみ☎32‒2002

城崎小学校 用務員
大川好枝☎37‒1031

織田小学校 用務員
磯網美代子☎36‒0019

萩野小学校 用務員
渡辺奈保美☎36‒0028

国際交流室 室長（兼）
津田豊申

室長補佐（兼）
髙木裕見子

課員
モハマドシャイリル

課員（兼）
山田宗治☎34‒8713

学校教育課

課長
菅原辰彦

課長補佐
水島友樹

課員
松島顕子・佐々木浩子・正木俊行
髙木浩輔・坂下彩音・久保伶奈
指導主事
佐々木史世☎34‒8716

会計管理者
佐々木靖郎

会　計　課 課長
山下和信

課長補佐
稲田明美

課員
藤野祐子☎34‒8706

会計理事（兼）
佐々木靖郎

税　務　課
課長
友広家延

課長補佐（課税）
山内了輔
課長補佐（納税）
中上由美

課員
武田喜之・中倉京子・森下千尋
坂下由美子・大鎌瑞奈・下仲　翔
水嶋康志郎・松田貴之・松井千尋☎34‒8709

会
計
部
門

課長
佐々木訟覚

課長補佐（上水）
久保義治
課長補佐（下水）
清水英一

課員
牧野正克・小西智弘・阪下倫夫
佐々木岳大・木村良太・谷口悦子
中島悠太

上下水道課
☎34‒8707

建設理事
畑　雅樹

建
　設
　部
　門

建　設　課

課長
山口隆司

課長補佐（朝日･宮崎）
尾澤正章

課員
伊部茂幸・山本周二良・黒﨑一哉
渡辺大作・冨田洋輔・大久保佳輝
奥山友梨香
技術補助員
小川　茂

課長補佐（越前･織田）
毛利章憲

☎34‒8703

地域包括
支援センター

センター長
黒田とみ子

センター長補佐
谷﨑美香世

保健師
増田潤一郎

ホームヘルパー
掃部智子

介護福祉士
水島由紀・姉﨑加奈子☎34‒8729

子育て世代
包括支援センター

センター長
吉田直子

保健師
岡田明代・坂尻友梨佳
栄養士
出倉愛実☎34‒8821

健康保険課

課長
安達俊英

課長補佐
（国保・年金・後期高齢）
川嶋孝史

課員
木原千晶・見谷理奈・和田幸也
上野孝則・堀内文夫・村上広樹

課長補佐（介護）
水島伸也

保健師
髙島幸恵・南　七恵
栄養士
榎本博美
事務補助員
川上清恵

ホームヘルパー
高橋浩子

課長補佐（健康増進）
出口博美

☎34‒8710

宮崎子育て支援センター 所長（兼）
田邉香織☎32‒2323

宮崎児童館 館長
田邉香織

主任児童厚生員
松葉雪枝☎32‒2323

小曽原保育所 所長
井上佳津代

保育士
芝田優子・小荒繁美・与坂悠子・酒井基圭☎32‒2039

宮崎中央保育所
所長
西村千香子

保育士
高原律子・堀　京子・齋藤忠良・木下祐子
三村彰信・近藤泰子・佐々木葵・永谷沙織☎32‒2067

朝日南保育所
所長
牧野由美恵

保育士
北島優子・福岡沙織・青山裕美
八田あずさ

調理員
齊藤ひろみ

☎34‒1614

朝日西保育所
所長
竹内喜美

保育士
青山美智代・月田有香・谷口万絵・中山貴世
谷口育代・金本芳恵・鈴木知恵

☎34‒5602

福祉課

課長
林　和美

課長補佐（児童福祉）
菅原多恵
課長補佐（社会・高齢福祉）
林　康彦

課員
後藤邦枝・三七広樹・柴矢昌美
山﨑充晃・鈴木亜紀子・宮﨑みか
山田朋美・飛田莉奈江

保健師
木下里美

児童家庭相談員（兼）
田邉香織☎34‒8725

男女共同参画・人権室 室長（兼）
臥龍岡尊哉

室長補佐（兼）
岡田寿子

課員（兼）
髙松千鶴☎34‒8715

住民環境課
課長
臥龍岡尊哉

課長補佐（住民）
岡田寿子
課長補佐（環境）
中村弘和

課員
森﨑さゆり・髙松千鶴・清水拓郎
野　哲治・加藤条太郎・幸山流気
山川恭佳☎34‒8708

室長
鈴木恵美

室長補佐
北野宗昭

課員
佐々木桂子・下仲順子・吉田卓矢

織田住民
サービス室

センター長（兼）
鈴木恵美

センター長補佐（兼）
北野宗昭
（地域防災担当）

課員（兼）
佐々木桂子・下仲順子・吉田卓矢

織田コミュニティ
センター

☎36‒1111

☎36‒7711

室長
山谷芳一

室長補佐
小道世知紀

課員
大橋伸也・牧田千佳・黒田麻里
事務補助員
道畑直和

事務補助員（兼）
道畑直和

越前住民
サービス室

センター長（兼）
山谷芳一

センター長補佐（兼）
小道世知紀
（地域防災担当）

課員（兼）
大橋伸也・牧田千佳・黒田麻里越前コミュニティ

センター
☎37‒1501

☎37‒7711

室長
原　雅哉

室長補佐心得
小山さとみ

課員
佐々木ひとみ・高原健二・齋藤　尭宮崎住民サービス室

センター長（兼）
原　雅哉

センター長補佐心得（兼）
小山さとみ
（地域防災担当）

課員（兼）
佐々木ひとみ・高原健二・齋藤　尭

宮崎コミュニティ
センター

☎32‒2000

☎32‒7711

監理課
課長
佐々木直人

課長補佐（入札・検査）
河瀬慎人
課長補佐（施設）
中村あい

課員
上山和美・大橋直人・畑　優器
増田佑馬・竹内史哉

☎34‒8719

朝日コミュニティセンター センター長（兼）
石田和也

センター長補佐（兼）
谷口浩之

課員（兼）
河合　智☎34‒7771

地域創生室 室長（兼）
石田和也

室長補佐
河合純子

課員
坂下哲哉・宮﨑りの

課員（兼）
西森千尋☎34‒8714

企画財政課
課長
石田和也

課長補佐
谷口浩之

課員
河合　智・西　益男・駒野裕子
西森千尋・林　彰紀☎34‒8702

防災安全課 課長
齋藤健治

課長補佐
上坂健一

課員
佐々木由里・安井正樹・山口堅悟☎34‒8721

町長公室 室長（兼）
杉本恭伸

室長補佐
伊部由三

課員
山口祐子

運転手
松村　修☎34‒8728

庁舎建設室 室長（兼）
杉本恭伸

室長補佐
新谷　満

課員
鷲田久憲☎34‒8711

総務課
課長
杉本恭伸

課長補佐（人事）
岡山克大

課長補佐（行政）
宮川泰昌

課員
笠川晃央・中西亜由美・青山晴彦
大鎌延浩

☎34‒8700

情報統計室
室長（兼）
杉本恭伸

課員（兼）
青山晴彦

室長補佐
佐々木貴久

課員
小辻和正・上野一誠

☎34‒8701

図書館越前分館 館長心得（兼）
藤﨑健一

館長補佐（司書）（兼）
堤　和代

事務補助員
山﨑美保子☎37‒7713

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
制
度
の
ご
案
内

　「空き家情報バンク」制度とは、空き家の賃貸・売却を希望する所有者から登
録された情報を、町のホームページで公開し、定住・住み替えなどで空き家の利
用を希望する人に提供するものです。
　町内に空き家を所有し、有効活用を検討されている人、または、空き家の利
用を希望される人は、ぜひ空き家情報バンクへの登録をお願いします。

貸 借

①空き家登録申込み

③登録完了

⑥宅建協会（媒介業者）が仲介して交渉・契約

②現地調査

④情報提供

⑤利用申込み

越
前
町
空
き
家
情
報
バ
ン
ク

所
有
者
な
ど

空
き
家
を
貸
し（
売
り
）た
い
人

利
用
希
望
者

空
き
家
を
借
り（
買
い
）た
い
人

空き家情報バンク利用上の注意事項
■ 登録申込みいただいた物件は、（公社）福井県宅地建物取引業協会と町が現地調査し、空き
家物件と認められた場合、「越前町空き家情報バンク」に登録します。

■ 契約交渉は、（公社）福井県宅地建物取引業協会の媒介業者が仲介を行い、
成約となった場合には宅地建物取引業法に基づく仲介手数料が発生します。
  詳しくは、町公式ホームページをご覧ください。

空き家の住宅診断費用の一部を補助します
　中古住宅（空き家）の住宅診断を行うことにより、住宅の品質や性能が明らか
になります。町では、空き家の流通促進を図るため、その診断費用の一部を補助
します。

【空き家診断促進事業】
対 象 住 宅	 空き家情報バンクに登録している、またはこれから登録する一戸建

て住宅
  ※診断は1つの住宅につき1回に限ります

対　象　者	 空き家の所有者で、町税に滞納がない人

補 助 金 額	 診断費用の2/3（最大35,000円）

空き家診断	 建築士が、建物の基礎や外壁のひび割れ、雨漏りなどの劣化・不具合
の状況を診断します

問合せ先　定住促進課　☎34‒8727

町からのお知らせ
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消防署からのお知らせ
I n f o r m a t i o n  f r o m  f i r e  d e p a r t m e n t

問合せ先　鯖江・丹生消防組合消防署	 丹 生 分 署　☎36‒0119
	 朝日分遣所　☎34‒0119
	 越前分遣所　☎37‒0119
	 http：//www.fd-sabaenyu.jp/

消防車両が新しくなりました

越前消防団織田地区分団統合のお知らせ

新副団長が就任されました

宮崎東地区女性消防隊が優良婦人消防隊に選ばれました

　越前消防団朝日地区第3分団車と宮崎地区第3分団車が新しくなりました。それぞれ3月23日に朝日分遣所、24日
に丹生分署で入魂式および引渡式が行われました。この消防ポンプ自動車は4WDオートマチック車で、毎分2,000
ℓ以上の放水が可能です。車両に搭載された赤色灯、作業灯、照明灯はすべて LED仕様で、車載バッテリーへの負担
を軽減しつつ、夜間活動時でも高い性能を発揮します。またチェーンソーやコンクリート破壊器具などを搭載し、自
然災害による倒壊建物からの救助にも対応できるようになっています。

　4月1日から越前消防団織田地区分団が統合され、7分団体制から4分団体制へと変わりました。

　4月1日付で、10人の越前消防団団員が入団され、新たに駒野孝一郎さんが織田地区副団長に任命されました。また、
3月31日付で23人の団員が退団されました。長きにわたり地域を守っていただき、ありがとうございました。

　3月5日、東京で第71回日本消防協会定例表彰（全国消防大会）が開かれ、宮崎
東地区女性消防隊が優良婦人消防隊に選出され、表彰旗を受賞しました。また、3
月25日には、内藤町長に受賞の喜びを報告しました。
　越前町女性消防隊の優良婦人消防隊受賞は、宮崎西地区女性消防隊、米ノ女性消
防隊、小川女性消防隊の受賞に続き、4年連続となります。

旧　管　轄　区　域 新　管　轄　区　域
【旧第１分団】  鎌坂、北、高橋、辻、杉の花、市場、堤

【新第１分団】  鎌坂、北、高橋、辻、杉の花、市場、堤、上戸
【旧第７分団】  上戸
【旧第２分団】  東、馬場、上野、寺家

【新第２分団】  東、馬場、上野、寺家、平等、下河原、矢倉
【旧第３分団】  平等、下河原、矢倉
【旧第４分団】  四ツ杉、下山中、上山中 【新第３分団】  中、大王丸、三崎、打越、四ツ杉

  下山中、上山中【旧第５分団】  中、三崎、大王丸、打越
【旧第６分団】  細野、岩倉、笹川、桜谷、山田、赤井谷
  入尾、笈松、萩野の里、脇谷、丸山、西ヶ丘 【新第４分団】  変更なし

月日 場　　　　　　　所 時　　　間

5
月
15
日
㈬

越前サブコミュニティセンター　駐車場  9 ：00 〜 10：00

越前コミュニティセンター　駐車場 10：30〜 12：00

萩野生活改善センター　駐車場 13：30〜 14：30

織田コミュニティセンター　駐車場 15：00〜 16：30

月日 場　　　　　　　所 時　　　間

5
月
8
日
㈬

朝日コミュニティセンター　駐車場  9 ：00 〜 10：30

越前町生涯学習センター糸生分館　駐車場 11：00〜 12：00

宮崎コミュニティセンター　駐車場 13：30〜 15：00

若竹荘　西側駐車場 15：30〜 16：30

　
狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ
き
、
犬
の
飼
い
主
に

は
、
飼
い
犬
の
登
録
お
よ
び
年
1
回
の
狂
犬
病

予
防
注
射
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
で

は
、
5
月
8
日
㈬
、
15
日
㈬
に
狂
犬
病
予
防
集

合
注
射
を
実
施
し
ま
す
。
動
物
病
院
で
、
狂
犬

病
予
防
注
射
の
接
種
、
注
射
済
票
の
交
付
が
ま

だ
の
人
は
、
必
ず
お
越
し
く
だ
さ
い
。

必
要
な
物

　
案
内
ハ
ガ
キ

　
狂
犬
病
予
防
注
射
済
証
明
書

　
（
既
に
注
射
を
済
ま
せ
た
場
合
）

登
録
・
注
射
に
必
要
な
料
金

　
新
規
登
録
手
数
料	

３
，０
０
０
円

　
狂
犬
病
予
防
注
射	

２
，４
５
０
円

　
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
交
付
手
数
料

	

５
５
０
円

※
会
場
に
は
、
飼
い
犬
を
し
っ
か
り
お
さ
え
ら

れ
る
人
が
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
住
民
環
境
課　
☎
３
４‒

８
７
０
８

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
を
実
施
し
ま
す

　
交
通
安
全
協
会
で
は
、
運
転
免
許
を
持
っ
て

い
る
人
を
対
象
に
、
交
通
事
故
防
止
と
運
転
マ

ナ
ー
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
に
講
習
会
を

行
い
ま
す
。
当
日
は
受
講
カ
ー
ド
を
必
ず
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

※
表
彰
の
申
請
を
す
る
場
合
は
、
5
年
間
に
3

回
以
上（
1
年
に
1
回
）の
受
講
が
必
要
で
す
。

運
転
者
講
習
会
を
受
講
し
ま
し
ょ
う

日
　
　
時　
5
月
24
日
㈮

　
　
　
　
　
午
後
7
時
～
8
時
30
分

場
　
　
所　
越
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
先　
鯖
江
交
通
安
全
協
会

　
　
　
　
　
☎
５
２‒

８
０
４
０

　
春
は
入
学
シ
ー
ズ
ン
で
あ
り
、
通
学
に
不
慣

れ
な
子
ど
も
た
ち
や
初
心
者
の
運
転
者
も
増
え

て
き
ま
す
。
新
入
学
児
童
に
、
交
通
ル
ー
ル
に

対
す
る
理
解
と
交
通
マ
ナ
ー
の
習
慣
付
け
が
必

要
な
時
期
で
す
。「
家
族
ぐ
る
み
、
地
域
ぐ
る

み
」で
交
通
事
故
防
止
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

運
転
の
重
点
取
組
み

①
子
供
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行
の
確
保
と
高

齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

◦
歩
行
中
や
自
転
車
利
用
中
の
高
齢
者
、
子
ど

も
を
見
か
け
た
時
は
十
分
な
減
速
を
行
う
ほ

か
、
十
分
な
間
隔
を
持
っ
て
通
過
し
「
子
ど

も
と
高
齢
者
を
見
か
け
た
ら
ス
ロ
ー
ダ
ウ

ン
」
県
民
運
動
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

◦
夕
暮
れ
時
に
は
自
動
車
の
前
照
灯
を
早
め
に

点
灯
す
る
ほ
か
、
夜
間
に
お
け
る
「
ハ
イ

ビ
ー
ム
実
践
運
動
」
や
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
の

励
行
に
よ
り
、
歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者
と

の
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

②
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

◦
保
護
者
、
学
校
関
係
者
は
、
幼
児
・
児
童
の

乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を
徹
底
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

◦
二
人
乗
り
、
並
進
、
飲
酒
運
転
の
禁
止
の
徹

底
と
、
傘
差
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の

使
用
、
イ
ヤ
ホ
ン
使
用
の
危
険
性
の
周
知
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

5
月
11
日
か
ら
20
日
は
春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
期
間
で
す

③
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
の
徹
底

◦
後
部
座
席
を
含
め
た
す
べ
て
の
座
席
で
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く

着
用
し
、
お
互
い
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

④
飲
酒
運
転
の
根
絶

◦
飲
酒
運
転
の
悪
質
性
や
危
険
性
に
つ
い
て
、、

意
識
改
革
を
進
め
、
飲
酒
運
転
を
許
さ
な
い

環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

⑤
交
通
安
全
３
Ｓ
＋
２
ア
ク
シ
ョ
ン
の
励
行

◦Save	Silver

（
高
齢
者
の
事
故
抑
止
）

◦Save	C
hild

（
子
ど
も
の
事
故
抑
止
）

◦Slow
	D
ow
n

（
ゆ
と
り
あ
る
速
度
で
の
運
転
）

◦
交
通
事
故
が
起
き
に
く
い
環
境
づ
く
り

◦
車
に
頼
り
す
ぎ
な
い
社
会
づ
く
り

問
合
せ
先　
防
災
安
全
課　
☎
３
４‒

８
７
２
１

　
武
生
税
務
署
で
は
、
消
費
税
軽
減
税
率
制
度

の
概
要
や
補
助
金
な
ど
の
制
度
対
応
に
係
る
支

援
制
度
を
テ
ー
マ
と
し
た
説
明
会
を
開
き
ま
す
。

次
の
日
程
の
ご
都
合
の
よ
い
時
間
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

期
　
　
日

　
5
月
16
日
㈭
、
5
月
20
日
㈪

　
6
月
13
日
㈭
、
6
月
17
日
㈪

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
等
説
明
会
の
お
知
ら
せ時

　
　
間

　
午
前
10
時
30
分
～

　
午
後
1
時
30
分
～

　
※
い
ず
れ
も
約
1
時
間
程
度

場
　
　
所

　
武
生
税
務
署

問
合
せ
先

　
金
沢
国
税
局　
課
税
部
事
務
処
理
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
７
０‒

０
３‒

８
１
２
１

町からのお知らせ
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クイズ  マイ難問? !
マイナンバー制度開始時に一斉に郵送された通知カード。
制度が始まった後に生まれたあかちゃんには通知カードはない。   〇？  ×？

マイナンバーに関する疑問をクイズ形式で解決します。マイナちゃんの　 ポイントマイナンバー
クイズの答え　×
あかちゃんの通知カードは、出生届を出してから
約1か月後に書留でご自宅に郵送されます。

ワン

今月のマイナンバーカード休日交付窓口は、5月26日（日）です。
ご予約は、24日（金）までに住民環境課（☎34–8708）へお願いします。

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
犯
罪
や

非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
へ

の
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合

わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築

こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　
標
語
・
作
文
の
募
集
は
、
非
行
問
題
な
ど
に

関
し
て
日
ご
ろ
考
え
て
い
る
こ
と
や
体
験
し
た

こ
と
を
表
現
す
る
こ
と
で
、
作
品
を
と
お
し
て

町
民
の
み
な
さ
ん
に
、
こ
の
運
動
へ
の
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

主　
　
催

　
”第
69
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
“越
前

町
推
進
委
員
会

対
象
者

　
町
内
に
住
所
を
有
す
る
、
ま
た
は
勤
務
す
る
人

原　
　
稿

◦
標
語
・
作
文
と
も
に
原
稿
用
紙
を
使
い
、

作
文
は
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
3
〜

5
枚
と
し
、1
枚
目
の
1
行
目
に
題
名
を
、

2
行
目
に
氏
名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　
自
分
の
人
権
・
他
人
の
人
権
は
守
ら
れ
て
い

ま
す
か
。人
権
問
題
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
り
、

困
り
ご
と
や
心
配
ご
と
が
あ
っ
た
ら
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

日　
　
時　
６
月
１
日
㈯

　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場　
　
所　
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

相
談
員　
丹
生
地
区
人
権
擁
護
委
員

第
69
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
標
語
・
作
文
募
集

特
設
人
権
相
談
所
を
開
き
ま
す

◦
応
募
は
、そ
れ
ぞ
れ
ひ
と
り
1
点
と
し
ま
す
。

◦
標
語
、
作
文
と
も
に
原
稿
は
未
発
表
の
も

の
に
限
り
ま
す
。

◦
氏
名
に
は
、ふ
り
が
な
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

提
出
締
切

　
5
月
29
日
㈬　
必
着

提
出
先

　
”社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
“越
前
町
推
進

　
委
員
会
（
男
女
共
同
参
画
・
人
権
室
内
）

各　
　
賞

標
語
・
作
文
と
も
に
お
お
む
ね
最
優
秀
賞
1

点
、優
秀
賞
3
点
以
内
、佳
作
数
点
と
し
ま
す
。

表
彰
は
、
7
月
下
旬
に
開
催
予
定
の
推
進
委

員
会
の
席
上
で
行
い
ま
す
。

そ
の
他

作
品
の
著
作
権
や
版
権
な
ど
は
、
推
進
委
員

会
に
帰
属
し
ま
す
。
ま
た
、
原
稿
は
返
却
し

ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
男
女
共
同
参
画
・
人
権
室

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

８
７
１
５

問
合
せ
先　
男
女
共
同
参
画
・
人
権
室

　
　
　
　
　
☎
３
４
―
８
７
１
５

男女共同参画・人権のとびら

　男女共同参画・人権室では、「認め合い男
ひ

女
と

の心をつなぐまち」をコンセプトに、
学校や地域での気づき事業を始めいろいろな活動を行います。
　昨年の事業をまとめた「年次報告書」を作成しました。本報告書は、町ホームペー
ジに掲載するなど、男女共同参画推進条例に基づいて毎年作成し、公表していま
す。ご希望の人は、男女共同参画・人権室へお申し出ください。

問合せ先　男女共同参画・人権室　 ☎34‒8715

さあ、はじめよう「認め合い」

Vol.34

認
め
合

い  男女の心をつ
なぐ

ま
ち

ひ と

4　　月 5　　月 電話番号
（市外局番：0778）27㈯ 28㈰ 29㈪ 30㈫ 1㈬ 2㈭ 3㈮ 4㈯ 5㈰ 6㈪

朝
日
地
区

福井総合植物園プラントピア ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 34–1120
道の駅「パークイン丹生ヶ丘」 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 34–2850
越前町老人福祉センター「幸若苑」 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 34–2095
糸生温泉「泰澄の杜」 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 34–2322

宮
崎
地
区

越前陶芸村文化交流会館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 32–3200
福井県陶芸館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 32–2174
越前焼の館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 32–2199
越前古窯博物館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 32–3262
花みずき温泉「若竹荘」 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 32–2753
おもいでなファーム ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 32–3545
越前町老人憩いの家「陶寿園」 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 32–3105

越
前
地
区

道の駅「越前」 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
37–2360越前温泉露天風呂「漁火」 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

アクティブハウス越前 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
越前がにミュージアム ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 37–2626
越前うおいち ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 37–2500
越前温泉「なぎさの湯」 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ 37–0637
越前温泉「道の湯」 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 37–2260
越前温泉露天風呂「日本海」 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 39–1126
越前岬水仙ランド ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 37–2501
ガレットカフェＨＡＺＥ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 37–1112

織
田
地
区

織田文化歴史館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 36–2288
雨田光平記念館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 36–2666
オタイコ ･ ヒルズ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 36–2061
悠久ロマンの杜 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 36–2050

※あくまでも予定ですので、変更する場合がございます。　　※詳しくは各施設へお問合せください。　　　　　　　○：通常営業　　×：休館

ゴールデンウィークの観光施設営業日のご案内

　
５
月
26
日
㈰
～
31
日
㈮
の
間
、
作
文
・
ポ
ス

タ
ー
作
品
を
織
田
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

メ
ル
シ
の
ロ
ビ
ー
内
に
展
示
し
ま
す
。

　

織
田
文
化
歴
史
館
と
雨
田
光
平
記
念
館
で

は
、
令
和
元
年
開
始
を
記
念
し
、
5
月
1
日
か

ら
6
日
の
間
、
無
料
開
館
し
ま
す
。
織
田
文
化

歴
史
館
で
は
、
織
田
信
長
関
係
の
劔
神
社
文

書
、
豊
臣
秀
吉
・
結
城
秀
康
関
係
の
幸
若
家
文

織
田
文
化
歴
史
館
・
雨
田
光
平
記
念
館
の
無
料
開
館
の
お
知
ら
せ

書
の
三
点
を
6
日
間
限
定
で
展
示
し
ま
す
。
来

館
者
に
は
、
期
間
中
連
日
先
着
50
人
に
絵
は
が

き
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

問
合
せ
先　
織
田
文
化
歴
史
館

　
　
　
　
　
☎
３
６‒

２
２
８
８

I n f o r m a t i o nえちぜん

広報 えちぜん 14広報 えちぜん15 令和 元 年５月号令和 元 年５月号

みんな集まれ 町からのお知らせ



プラントピア イベント情報

町ホームページで町内事業所の
求人情報を掲載しています。越前町おしごと案内板

　
美
し
い
ブ
ナ
林
を
満
喫
し
な
が
ら
、
泰
澄
大

師
の
修
行
の
地
「
明
日
の
岩
屋
」、
白
山
で
は

「
転
法
輪
の
窟
屋
」
を
特
別
ご
案
内
し
ま
す
。

日　
　
時

　
5
月
26
日
㈰　
雨
天
決
行

集
合
場
所

　
奥
糸
生
多
目
的
セ
ン
タ
ー
登
り
口

行　
　
程

　
午
前
7
時
30
分　
集
合
・
受
付

　
午
前
7
時
55
分　
登
山
口
出
発

　
午
前
11
時
10
分　
山
頂

　
午
後
2
時
45
分　
到
着
予
定

　
　
登
り　
修
行
道
コ
ー
ス　

　
　
下
り　
木
の
実
谷
コ
ー
ス

　
山
頂
で
は
、
泰
澄
祭
、
神
事
、
泰
澄
鍋
の
ふ

る
ま
い
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
行
い
ま
す
。

対
象
者

　
小
学
生
以
上

　
小
・
中
学
生
は
保
護
者
同
伴

越
知
山
泰
澄
塾　
創
立
30
周
年　
第
31
回　
泰
澄
越
知
山
登
山

服　
　
装

長
袖
シ
ャ
ツ
、
長
ズ
ボ
ン
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

シ
ュ
ー
ズ
、
帽
子
、
手
袋
な
ど
山
歩
き
に
必

要
と
さ
れ
る
格
好

持
ち
物

　
弁
当
、
水
筒
、
雨
具
、
手
袋
、
防
寒
具
な
ど

定　
　
員

　
先
着
50
人

　
（
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
）

　
参
加
者
に
は
、「
長
〜
い
日
本
手
ぬ
ぐ
い
」
を

進
呈
し
ま
す
。

そ
の
他

参
加
費
は
無
料
で
す
が
、
事
故
や
怪
我
の
対

応
は
自
己
責
任
で
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

　
越
知
山
泰
澄
塾
事
務
局　
高
橋

　
☎
０
９
０‒

７
０
８
１‒

６
７
３
２

日　
　
時

　
5
月
11
日
㈯　
午
前
9
時
〜
午
後
3
時

場　
　
所

　
織
田
病
院　
1
階
フ
ロ
ア

内　
　
容

無
料
コ
ー
ナ
ー
（
身
長
・
体
重
・
血
圧
・
血

管
年
齢
・
骨
密
度
な
ど
）

脱
水
予
防
（
試
飲
あ
り
ま
す
）　　
　
　
　

リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
健
康
体
操

栄
養
補
助
食
品
の
ア
ド
バ
イ
ス
・
試
食

織
田
病
院
看
護
フ
ェ
ア
の
お
知
ら
せ

　
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
で
は
お
菓
子
・
プ
レ
ゼ
ン

ト
も
用
意
し
て
い
ま
す
。ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
越
前
町
国
民
健
康
保
険
織
田
病
院　

　
☎
３
６‒

１
０
０
０

プラントピアで楽しむＧＷ

プラントピア開園記念日

オリジナル「アロマミスト・バスソルト」作り
　アロマテラピストによる「アロマミスト・バスソルト」をあなたの気分に合わせて調合してくれます。
期間中は「植物の香り不思議展」・「お祭り広場」も実施しています。

日　時 5月4日（土）・5日（日）
 アロマミスト　①午前10時〜　②午後1時〜
 バスソルト　　①午前11時〜　②午後2時〜

定　員 各回　10人

場　所 植物館1階　休憩室

参加費 500円（別途入園料がかかります）

プラントピア開園25周年記念講演会
　プラントピアは、おかげさまで開園25周年を迎えます。さらに上皇陛下上皇后陛下に行幸啓を賜り、10
年となります。これらを記念し、公開講演会を開きます。

日　時　5 月 6 日（月・祝）　午後1時〜 4時

会　場　プラントピア　植物館1階第1研修室

定　員　80人（先着順・事前の申込みが必要です）

参加費　無料（入園料も無料）

内　容　プラントピアと協働し県内の植物を調査してき
た植物学研究者をお招きして、これまで行った
様々な植物研究成果を講演していただきます。

　プラントピアは、平成6年6月1日に開園しました。開園を記念し、6月1日（土）・2日（日）は入園料
が無料となります。当日は花苗プレゼントや野鳥観察会などイベント盛りだくさん !

日　時 6月1日（土）・2日（日）

内　容 ◦花苗プレゼント（各日先着100名）

	 ◦野鳥観察会　各日 午前9時〜　（講師）日本野鳥の会福井県

	 ◦合唱コンサート　1日（土）　午後2時〜
 　越前町民交声合唱団（ニューエコーズ）が植物にちなんだ合唱を披露します。

	 ◦植物観察会　各日　午後2時30分〜

	 ◦籐
とう

編み・コサージュ教室
 　講師に椿谷芳子氏をむかえ、籐を編み込んだ壁掛と「アジサイ」のコサージュを作ります。

時　間 午前の部　午前10時〜 11時
 午後の部　午後1時〜 2時
 （定員  各回20人）
場　所 植物館1階休憩室
参加費 500円（入園料は無料）

問合せ先　福井総合植物園プラントピア　☎34–1120

Aroma mistBath salt

▲ミノコバイモ

▲花苗プレゼント

Touami

　
三
床
山
を
愛
す
る
会
で
は
、
5
回
目
と
な
る

三
床
山
山
開
き
と
併
せ
て
、
御
床
岳
社
建
立
竣

工
式
を
行
い
ま
す
。

日　
　
時　
5
月
12
日
㈰　
少
雨
決
行

集
合
場
所　
佐
々
牟
志
神
社

行　
　
程　
午
前
7
時
30
分　
受
付
開
始

　
　
　
　
　
午
前
8
時
30
分　
山
開
き
行
事

　
　
　
　
　
午
前
8
時
45
分　
出
発

　
　
　
　
　
午
前
10
時　
　
　
到
着
予
定

　
　
　
　
　
午
前
10
時
15
分　
竣
工
式

三
床
山
山
開
き
と
御
床
岳
社
建
立
竣
工
式
の
ご
案
内

　
竣
工
式
で
は
、
祠
納
入
、
寄
付
者
芳
名
板
納

入
な
ど
を
行
っ
た
後
、
招
神
祭
、
神
事
を
行
い

ま
す
。

　
参
加
者
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
三
床
山
を
愛
す
る
会
事
務
局　
宮
川

　
☎
０
９
０‒

７
０
８
９‒

３
６
１
１

　
町
内
に
は
多
く
の
素
晴
ら
し
い
風
景
や
、
歴

史
伝
統
文
化
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
地
域
資
源
を

「
写
真
」
で
表
現
し
、
後
世
に
残
し
て
い
く
た

め
毎
年
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
い
て
い
ま
す
。

　
町
内
の
彩
り
豊
か
な
春
夏
秋
冬
の
自
然
風
景

や
、
町
内
に
暮
ら
す
人
々
、
そ
こ
に
育
ま
れ
た
文

化
や
伝
統
な
ど
の
誇
れ
る
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　
入
賞
作
品
は
、観
光
Ｐ
Ｒ
に
幅
広
く
使
わ
れ
、

越
前
町
へ
の
観
光
誘
客
に
活
用
い
た
し
ま
す
。

第
13
回
越
前
大
自
慢
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

撮
影
期
間

　
平
成
31
年
2
月
15
日
以
降
に
撮
影

応
募
締
切

　
令
和
2
年
2
月
15
日
当
日
消
印
有
効

各　
　
賞

　
グ
ラ
ン
プ
リ　
1
点　
　
賞
金
10
万
円

　
四
季
の
絶
景
部
門
、
越
前
大
自
慢
部
門

　
　
優
秀
賞　
各
1
点　
賞
金
3
万
円

　
　
準
優
秀
賞　
各
1
点　
賞
金
1
万
円

　
そ
の
他
各
団
体
賞
な
ど
計
25
点

問
合
せ
先

　
（
一
社
）
越
前
町
観
光
連
盟

　
☎
３
７‒

１
２
３
４
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好きよ好きカニと水仙我が町を	 笹下　利行
通院へ老いが進むと聞かされる	 富田コズエ川 柳 好きな物食べてベルトの穴がない	 嶋田富士雄

体調を朝の鏡が知らせてる	 嵐　喜美枝川 柳

　
ワ
ン
コ
イ
ン
で
一
流
の
音
楽
を
身
近
に
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
「
国
際
音
楽
祭
in
越
前
町
」

　
今
回
は
、
国
内
外
で
活
躍
中
の
チ
ェ
リ
ス
ト

の
ル
ド
ヴ
ィ
ー
ト
・
カ
ン
タ
さ
ん
（
ス
ロ
ヴ
ァ

キ
ア
共
和
国
出
身
）、
チ
ェ
リ
ス
ト
の
福
野
桂

子
さ
ん
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
大
宅
さ
お
り
さ
ん
の

3
人
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
ま
た
、
司
会

進
行
は
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
黒
原
真
理

さ
ん
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
国
内
外
で
活
躍
す
る
プ
ロ
の
演

奏
家
に
よ
る
素
晴
ら
し
い
音
楽
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

日　
　
時　
6
月
7
日
㈮　
午
後
7
時
〜

場　
　
所　
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル

入
場
料　
５
０
０
円
（
高
校
生
以
下
無
料
）

　

チ
ケ
ッ
ト
は
、
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
、
宮
崎
・
越
前
・
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

「
え
ん
じ
の
た
め
の
コ
ン
サ
ー
ト
」

　
町
内
の
保
育
園
年
長
児
を
対
象
と
し
た
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。
未
就
園
児
や
一
般
の
人
も
入
場

で
き
ま
す
。

日　
　
時　
6
月
7
日
㈮　
午
前
10
時
30
分
〜

場　
　
所　
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル

入
場
料　
無
料

問
合
せ
先　
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

２
０
０
０

２
０
１
９
国
際
音
楽
祭
in
越
前
町

▲黒原真理
（司会）

▲大宅さおり
（ピアノ）

▲福野桂子
（チェロ）

▲ルドヴィート・カンタ
（チェロ）

　
マ
リ
ン
バ
の
音
色
で
い
や
し
の
ひ
と
時
を
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

日　
　
時

　
5
月
26
日
㈰　
開
場　
午
後
1
時　
　

　
　
　
　
　
　
　
開
演　
午
後
1
時
30
分

場　
　
所

　
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル

出
演
者

　
マ
リ
ン
バ　
　
　
神
谷　
紘
実

　
　
　
　
　
　
　
　
加
納
三
栄
子

　
　
　
　
　
　
　
　
加
納　
里
奈

　
作
曲
＆
ピ
ア
ノ　
北
方　
寛
丈

　
朗
読　
　
　
　
　
北
方　
真
世

　
え
ち
ぜ
ん
マ
リ
ン
バ
楽
友
会

入
場
料

　
大
人　
　
　
　
前
売
り　
１
，０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
当　
日　
１
，５
０
０
円

　
高
校
生
以
下　
前
売
り　
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
当　
日　
８
０
０
円

第
12
回
え
ち
ぜ
ん
マ
リ
ン
バ
コ
ン
サ
ー
ト

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い
場
所

　
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
道
の
駅

　
「
パ
ー
ク
イ
ン
丹
生
ヶ
丘
」、
お
も
い
で
な
、

　
ハ
ニ
ー
朝
日
中
央
店
、
泰
澄
の
杜
、

　
織
田
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
メ
ル
シ

　
（
内
）
江
口
時
計
店

問
合
せ
先　

　
え
ち
ぜ
ん
マ
リ
ン
バ
コ
ン
サ
ー
ト
事
務
局

　
宮
川

　
☎
０
９
０‒

２
８
３
０‒

０
１
０
１　

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
来
春
に
大
学
な
ど
を

卒
業
予
定
の
人
や
3
年
以
内
既
卒
者
の
人
を
対

象
に
「
合
同
就
職
面
接
会
」
を
開
き
ま
す
。
県

内
最
大
規
模
の
面
接
会
で
、
地
元
の
優
良
企
業

が
あ
な
た
を
待
っ
て
い
ま
す
。
参
加
費
は
無
料

で
、
事
前
申
込
も
不
要
で
す
。
こ
の
機
会
を
お

見
逃
し
な
く
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　
　
時

　
6
月
8
日
㈯　
午
前
11
時
〜
午
後
3
時

　
受
付
は
10
時
30
分
〜

「
ふ
く
い
合
同
就
職
面
接
会
」
～ 

応
援
し
ま
す
　
あ
な
た
の
未
来 

～

場　
　
所

　
福
井
県
産
業
会
館
1
号
館
＆
2
号

　
（
福
井
市
下
六
条
町
）

参
加
企
業
数

　
県
内
優
良
企
業
１
８
０
社
予
定

問
合
せ
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
武
生

　
☎
０
７
７
８‒

２
２‒

４
０
７
８

各ワークショップに準じます

おとりよせスイーツ代込み

いただきた
いと
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春うらら桜前線進み出す	 武藤　久子
認知症進み脳活本を読む	 山内　千代川 柳 暴露する鏡恐くて遠ざける	 渡辺　照子

中高年今さら好きと言えません	 松村　典子川 柳

就労、余暇活動、ボランティアなど
①お友達と一緒にご飯を
②前向きに社会参加を

楽しく運動、社会活動
①たっぷり歩こう
②ちょっとがんばって筋トレ

こちら健康増進係 みなさんの健康づくりを応援します！第43回
H e a l t h  P r o m o t i o n  e n g a g e m e n t

問合せ先　健康保険課　☎34–8710問合せ先　地域包括支援センター　☎34–8729

2019年度の「健康診査・がん検診」が始まります
　越前町の健康課題は、メタボリックシンドローム該当者が多く、それに伴い、血糖、血圧、脂質
が高い人が多いことです。これらが重症化すると、脳・心・腎疾患を発症しやすくなります。糖尿病
や高血圧症、脂質異常症といった生活習慣病やがんは自覚症状がなく進行していきます。
　生活改善や適切な治療を行うことで、生活習慣病やがんを予防できます。
年に1回、検診を受けて自分のからだの状態を確認しましょう。

　『フレイル』とは、年齢とともに全身の予備能力、筋力や心身の活力が低下し、介護が必要になりや
すい状態のことをいいます。
　いつまでも元気に生活ができるように50 〜 70歳代の人を対象に、フレイル予防サポーター養成講座
を毎年実施しています。フレイル予防サポーターは黄緑色のポロシャツを着て、主にフレイルチェック
教室のボランティアとして活動しています。

　フレイルチェックでは、フレイル予防の3つの心得 ( 栄養・運動・社会参加 ) に着目したチェックを行っ
ています。体組成計や握力計を使った筋肉量を測定したり、滑舌測定器を使い、お口の中の機能をみた
り、いくつかの質問項目から身体の状態を詳しく測定することができます。

　フレイル予防サポーターになることで自分自身
の身体にも気を付けるようになり、また、サポー
ターで集まる機会もあるため社会参加に繋がりま
す。またフレイル予防サポーターはみんなが同じ
黄緑色のポロシャツを着てチームのように活動し
ています。少しでも興味のある人は気軽にご連絡
ください。

　健康診査・がん検診の対象となる人には、
オレンジ色の封筒で5月中旬に送付します。
　届いたら検診の詳細をご確認ください。
　捨てないで大切に保管してください。

健診案内・受診券を送付します

40歳～ 74歳のみなさん

受診日当日に加入している医療保険は？

国民健康保険 その他の医療保険
（社会保険）

がん検診は、加入している医療保険に関わらず、該当する年齢の人はどなたでも受診できます。
精密検査の受診までが、がん検診です。精密検査と判定されたら必ず精密検査を受けましょう。

子宮頚がん、乳がん検診、肝炎ウイルス検査の無料受診券が入っています

　下記の対象者は、今年度の検診を無料で受診することができます。
　対象者の受診券には、自己負担金が「無料」と記載されています。

対象となる検診・検査 対　　　　　象　　　　　　者
子 宮 頸 が ん 検 診 20歳女性（平成10年4月2日〜平成11年4月1日生まれ）

乳 が ん 検 診 40歳女性（昭和53年4月2日〜昭和54年4月1日生まれ）

肝 炎 ウ イ ル ス 検 査 40歳（昭和53年4月2日〜昭和54年4月1日生まれ）で、
過去に検査したことがない人

あなたが今年受けられる
検診の受診券が入っています。

受診券を使用すれば、町から費用
の助成が受けられ、安く検診を受

けることができます。
ぜひ、ご利用ください。

健康診査は年齢と加入している医療保険によって種類が異なります
20 ～ 39歳のみなさん

職場などで健診を受け
る機会がありますか？

はい　　いいえ

75歳以上のみなさん

現在生活習慣病で治療
中ですか？

はい　　いいえ

「職場健診」や
「学校健診」を
優先して受けて

ください。

町の
「ヤング健診
（集団検診）」を

受けましょう。
※受診券がない場合は

お問合せください。

町の
「特定健診」を
受けましょう。

かかりつけの医
師と健診受診に
ついて相談しま
しょう。

町の
「長寿健診」を
受けましょう。

「職場健診」や、
「加入している
医療保険者から
指定された健診」
を受診してください。
医療保険者から発券さ
れる受診券を使って
受けてください。

★検診日程などの詳細は町ホームページからもご覧いただけます。

①食事（たんぱく質、そしてバランス）
②歯科口腔の定期的管理

フレイル予防サポーター養成講座
日　時  5月16日（木）

 午前9時〜午後3時45分

会　場  織田コミュニティセンター
 多目的ホール

対象者  おおむね50歳以上の人
持ち物  昼食、水分補給できる物
服　装  動きやすい服、ストッキング不可

フレイル予防サポーターを
募集しています！ Freil prevention supporter

I n f o r m a t i o nえちぜん
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おしゃれしてまずは鏡にお伺い	 向当みつ子
綺麗好きの妻から消えぬ水の音	 原　　榮子川 柳 川柳を続けられます好きだから	 山谷　ゆり

生き抜いた顔だ鏡に妥協する	 司辻　文子川 柳

赤ちゃんへの読み聞かせについて

問合せ先
町立図書館  ☎34–0395　越 前 分 館  ☎37–7713
宮 崎 分 館  ☎32–7713　織 田 分 館  ☎36–2288

　読書習慣を身につけさせるには、子どもの時から読み聞かせすることが大切です。では、いつ頃、
どんな本を選べばいいのでしょう？そんな疑問に司書からアドバイスをします。

A word from the international arena...

Vol.147

国際交流室から一言
オーストラリアの学校に行きました

問合せ先　越前町国際交流協会（国際交流室内）　☎34‒8713

　3月13日から23日の11日間、町内中高生の12人が南オーストラリア州のバードウッド高校を訪れ
ました。オーストラリアの季節は日本と真逆で、滞在中は夏の暑い日が続いていました。天気にも恵まれ、
生徒たちはバードウッド高校の体育祭や遠足、授業などに参加し、オーストラリアの学校生活を体験し
ました。体育祭でバードウッド高校の生徒と綱引きをしたことや遠足でコアラを抱っこしたこと、理科
の授業でオーストラリア・フットボールチームの色を作り出したことなど心に残る出来事がたくさんあ
りました。
　この期間中、生徒たちはホームステイをし、オースト
ラリアの一般家庭での生活も体験しました。言葉や文化、
生活の違いなど様々な壁にぶつかりながらもお互いの
ことを理解するために笑顔で交流しました。お別れの日
には全員がとても寂しそうでした。
　11日間はあっという間に過ぎ、この短い時間の中で
生徒たちはたくさんのことを学び、たくさんのことを感
じ、かけがえのない思い出になりました。オーストラリ
アで成長した生徒たちがこれから越前町を担う国際人
になることを期待します。

　0歳から読んであげてください。最初は、読むことが主ではなく、親子のコミュ
ニケーションのツールとなります。1歳前後になると、絵本自体を楽しめるよ
うになり、知識を増やしていきますので、どんどん読み聞かせをしてください。

　成長すれば、自分で読みたい本を選ぶようになりますが、ぜひ、親から「よい
絵本」も与えてください。悩んだら、何十年も読み継がれているロングセラーの
絵本を選んでみてはいかがでしょうか。

言葉…リズミカルで繰り返しのあるもの
絵……見開き1ページ、または半ページにはっきりと描かれ

ているもの

図書館だ
より

『いないいないばあ』 ………………………… 松谷みよ子

『じゃあじゃあびりびり』………………… まついのりこ

『もいもい』 ………………………………………… 市原淳

『くだもの』 ……………………………………… 平山和子

『しろくまちゃんのほっとけーき』 …… わかやまけん

『どんどこももんちゃん』……………… とよたかずひこ

0歳児おすすめ

1歳児おすすめ

こころとからだのカレンダー

♠休日当番医
 5 月 1 日㈬ 織田病院 ☎36–1000
 5 月 2 日㈭ 織田病院 ☎36–1000
 5 月 3 日㈮ 織田病院 ☎36–1000
 5 月 4 日㈯ 織田病院 ☎36–1000
 5 月 5 日㈰ 織田病院 ☎36–1000
 5 月 6 日㈪ 織田病院 ☎36–1000
 5 月12日㈰ 織田病院 ☎36–1000
 5 月19日㈰ 長田内科胃腸科医院 ☎32–2774
 5 月26日㈰ 織田病院 ☎36–1000

♥離乳食教室（予約制）
 5 月14日㈫ 午前 9 時30分〜正午 織田コミュニティセンター

♥3歳児健診
 5 月 9 日㈭ 午後 1 時〜 4 時 織田コミュニティセンター

♠心をいやす相談会（予約制）
 5 月21日㈫ 午前 9 時30分〜正午 朝日保健センター（朝寿殿）

♥2歳児歯科健診
 5 月21日㈫ 午後 1 時〜 4 時 織田コミュニティセンター

♥マタニティスクール（予約制）
 5 月26日㈰ 午前 9 時30分〜正午 越前町生涯学習センター

♥助産師さんとの座談会（予約制） 
 5 月16日㈭ 午前 9 時30分〜正午 宮崎コミュニティセンター

♦わいわい広場（子育てサロンのお部屋開放）
毎週水、金曜日 子育てサロンの後　午後 2 時まで 社会福祉センター

第1 〜 4土曜・祝日 午前 9 時30分〜午後 2 時まで 社会福祉センター

♦子育てサロン
毎週水、金 午前 9 時30分〜 11時30分 社会福祉センター

♦くらしの困りごと相談会
 5 月 7 日㈫

午後 1 時〜 4 時
越前地域福祉センター

 5 月21日㈫ 織田コミュニティセンター

問合せ先	 ♠健康保険課	 ☎34‒8710
	 ♥子育て世代包括支援センター	 ☎34‒8821
	 ♦越前町社会福祉協議会	 ☎34‒2388

♦介護おはなし会（予約制）

 5 月28日㈫ 午後 2 時〜 3 時
施設見学

（宮崎デイサービスセンター
「ホタル荘」）

♦無料法律相談会（予約制）
 5 月28日㈫ 午後 1 時〜 4 時 社会福祉センター

問合せ先　子育て世代包括支援センター
　　　　　☎34–8821

　町では、4月以降に生まれた赤ちゃんを対象に、赤ちゃん訪問で下記の2冊から1冊の絵本をお渡しします。
絵本を開く時間の楽しさをその場で体験してもらい、保護者と赤ちゃんが絵本を介して、ゆっくり心ふれあうひ
とときを持つきっかけをつくりたいと考えています。この事業をきっかけに、家庭や子育て支援センター、図書
館で親子で絵本に向き合う時間が増えると幸いです。

「がたん ごとん がたん ごとん」

◦ 汽車に次々と乗り込んでいくことへの
期待感と、最後にみんなで食卓を囲む
幸福感。

◦ 「がたんごとん」の言葉の響きを体で感
じながら楽しめる。

◦ 成長とともに、ストーリーの展開や絵の
細部に着目しながら読むことができる。

安西水丸・作

ブックスタート事業が始まります
子育て世代包括支援センターだより
│

│

│
├ ├

├

いつ頃から？

どんな絵本を
選べばいい？

「だるまさんが」

◦ 「どてっ」「ぷしゅーっ」といった愉快な
音と、絵が調和している。

◦ だるまの動きにあわせて体を動かすな
ど、親子の遊びにも繋がる。

◦ ユーモアがあり、遊び心を交えながら
読みやすい。

かがくいひろし・作

ポイント

ポイント

　1992年にイギリスで
始まり、絵本を「読む」
のではなく、赤ちゃんと絵本を開く
楽しいひとときを「共にする」とい
うキャッチフレーズのもと、世界中
に広がりました。日本では、「NPO
ブックスタート」がこの活動を推進
し、独立・中立的な立場から「ブッ
クスタート」の理念を伝えています。
2000年の「子ども読書年」を機にブッ
クスタートが紹介されてから、全国
各地に広がっています。

「ブックスタート」とは

Ｑ

Ｑ
選ぶ時の
ポイント

図書館ではたくさんの赤ちゃん
絵本をご用意しています

広報 えちぜん23 令和 元 年５月号

I n f o r m a t i o nえちぜん
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健康な暮らしのために



広報えちぜんは
「マチイロ」で配信中 好きな道選んだはずの途中下車	 木下百合子川 柳

保育所（園） 実　施　日 電話番号

朝 日 西 保 育 所 5月は実施しません 34–5602

朝 日 南 保 育 所 5月は実施しません 34–1614

あ さ ひ 保 育 所 5月は実施しません 34–0081

あ さ が お 保 育 園 5月は実施しません 34–1110

宮 崎 中 央 保 育 所 5月は実施しません 32–2067

小 曽 原 保 育 所 5月は実施しません 32–2039

陶 の 谷 保 育 所 平 日 午 前 中 32–3014

西 徳 寺 保 育 園 要 問 合 せ 37–1354

四 ヶ 浦 保 育 園 平 日 午 前 中 37–0305

織 田 保 育 所 平 日 午 前 中 36–0160

は ぎ の こ ど も 園 平 日 午 前 中 36–0396

た い ら 保 育 園 平 日 午 前 中 36–0251

※内容などは、各保育所（園）にお問い合わせください。

（
敬
称
略
、
4
月
15
日
現
在
）

（
4
月
15
日
現
在
）

人口と世帯
（4月1日現在）

人　口	 21,519人

　男	 10,448人
　女	 11,071人
世帯数	 7,252戸

（前月より51人減）

なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

　
こ
の
写
真
は
、
越
前
陶
芸
村
で
行
わ
れ
た
第

9
回
し
だ
れ
桜
ま
つ
り
の
初
企
画
「
ス
カ
イ
ラ

ン
タ
ン
」
の
様
子
で
す
。

　

4
月
13
日
の
午
後
7
時
か
ら
行
わ
れ
た
こ

の
「
ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン
」
に
は
、
大
勢
の
家
族

連
れ
や
カ
ッ
プ
ル
が
参
加
し
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
入
っ

た
紙
製
の
ミ
ニ
熱
気
球
、
約
４
０
０
個
に
そ

れ
ぞ
れ
の
願
い
事
を
書
い
た
短
冊
を
吊
り
下
げ
、

夜
空
に
向
け
て
一
斉
に
飛
ば
し
ま
し
た
。

　
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
し
だ
れ
桜
と
夜
空
一

面
に
輝
く
ラ
ン
タ
ン
の
明
か
り
が
、
幻
想
的
な

光
景
を
作
り
出
し
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
歓
声

が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

表
紙
の
写
真

　

い
よ
い
よ
5
月
1
日
か
ら
令
和
元
年
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
日
本
政
府
に
よ
る
と
こ
の

新
元
号
「
令
和
」
の
出
典
は
古
典
の
万
葉
集
か

ら
で
、
日
本
の
国
書
で
あ
る
万
葉
集
か
ら
の

出
典
は
初
め
て
と
の
こ
と
で
話
題
を
呼
び
ま
し

た
。「
和
」
は
こ
れ
ま
で
の
元
号
で
19
回
も
使

わ
れ
て
い
る
一
方
で
、「
令
」
は
、
元
号
で
初
め

て
使
わ
れ
た
漢
字
だ
そ
う
で
す
。
こ
の
漢
字

「
令
」
に
は
、
立
派
な
、
お
め
で
た
い
、
喜
ば

し
い
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
万
葉
集
で
は
「
令

月
」
と
い
う
言
葉
で
漢
字
「
令
」
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。「
令
月
」
の
意
味
は
、
何
事
を
す
る

に
も
良
い
月
、
め
で
た
い
月
で
あ
り
、
新
し
い

時
代
の
始
ま
り
と
し
て
、「
令
和
」
に
は
新
元
号

に
ふ
さ
わ
し
い
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
気
が

し
ま
す
ね
。

編
集
後
記

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
72

―
古
墳 

編
―

※番組は予告なく変更されることがあります
ので、ご了承ください。

問合せ先　丹南ケーブルテレビ㈱
　　　　　番組制作課　☎51–0101

5月の越前町関連の番組放送予定
たんなんスマイルＴＶ（デジタル091ch）

※町公式動画チャンネルで、「いきいき情報局」
を放送開始日から同時配信中！

 バックナンバーを含め、いつでも「いきい
き情報局」がご覧いただけます。

丹 南 ケ ー ブ ル テ レ ビ ガ イ ド
知ってる人が

出演してるかも？

学芸員 H

Ｅ子

番ば
ん

城じ
ょ
う

谷だ
に

山や
ま

5
号
墳
と
4
号
墳
の
間
に
立
つ
。

学
Ｈ	

こ
の
前
は
、
番
城
谷
山
古
墳
群
の
葺ふ

き

石い
し

の
話
ま
で
し

ま
し
た
。

Ｅ
子	

大
量
の
川
原
石
を
山
の
上
に
あ
げ
る
の
は
大
変
な
の

で
、
そ
れ
だ
け
の
人
た
ち
を
動
か
せ
る
王
さ
ま
が
埋

葬
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

学
Ｈ	

埴
輪
も
あ
り
ま
し
た
。

Ｅ
子	

葺
石
と
埴
輪
が
あ
る
の
は
、
丹
南
で
も
5
号
墳
だ
け

だ
と
。

学
Ｈ	

あ
と
、4
号
墳
も
。

Ｅ
子	

そ
う
で
し
た
。

学
Ｈ	

葺
石
と
埴
輪
は
、
越
前
を
代
表
す
る
王
さ
ま
ク
ラ
ス

の
墓
に
し
か
採
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

番
城
谷
山
5
号
墳
の
一
番
高
い
所
に
移
動
す
る
。

学
Ｈ	

古
墳
の
頂
上
に
な
り
ま
す
。

Ｅ
子	

や
っ
ぱ
り
、た
だ
の
山
に
し
か
見
え
ま
せ
ん
が
…

学
Ｈ	

頂
上
か
ら
西
側
半
分
は
崩
れ
て
い
る
の
で
、
古
墳
に

見
え
に
く
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。実
は
、こ
の
崩
れ
て

い
る
と
こ
ろ
は
郭く

る
わと
い
っ
て
、
中
世
の
お
城
の
一
部

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

Ｅ
子	

と
て
も
城
に
は
思
え
ま
せ
ん
が
…
。

学
Ｈ	

大
き
な
城
を
想
像
さ
れ
る
と
、
ち
ょ
っ
と
混
乱
し
ま

す
か
ね
。う
ー
ん
、簡
単
な
見
張
り
台
の
よ
う
な
も
の

で
す
。番
城
と
い
う
名
前
も
、番
を
す
る
城
に
由
来
す

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。こ
こ
か
ら
は
、厨く

り
や

城じ
ょ
う

山ざ
ん

の
頂

上
に
あ
る
山
城
が
見
え
る
の
で
、
見
張
り
を
す
る
に

は
、い
い
場
所
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

Ｅ
子	

古
墳
も
城
も
眺
め
が
い
い
と
こ
ろ
を
選
ぶ
ん
で
す
ね
。

学
Ｈ	

は
い
。
さ
て
、
5
号
墳
に
つ
い
て
で
す
が
、
発
見
さ
れ

た
の
は
２
０
０
９
年
の
5
月
で
、こ
の
あ
た
り
を
歩
い

て
い
た
時
に
、埴
輪
を
見
つ
け
ま
し
た
。
そ
れ
で
古
墳

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
そ
の
あ
と
何
回
か
調
査

を
し
た
ら
、
円
筒
埴は

に

輪わ

と
呼

ば
れ
る
埴
輪
の
底
の
部
分
も

発
見
さ
れ
ま
し
た（
写
真
1
）。

Ｅ
子	

そ
ん
な
に
簡
単
に
見
つ
か
る

ん
で
す
か
？

学
Ｈ	

運
が
良
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
か
ら
本

格
的
に
測
量
調
査
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。す
る
と
、ど

う
も
前ぜ

ん

方ぽ
う

後こ
う

円え
ん

墳ふ
ん

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
話
題

に
な
り
、新
聞
で
も
大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

Ｅ
子	

見
た
こ
と
あ
り
ま
す
！

学
Ｈ	

大
き
な
古
墳
と
い
う
の
は
、
な
か
な
か
新
し
く
見
つ

か
り
ま
せ
ん
。で
す
か
ら
、番
城
谷
山
5
号
墳
は
県
内

で
は
20
年
ぶ
り
の
大
発
見
に
な
り
ま
し
た
。

Ｅ
子	

前
方
後
円
墳
は
、
経
ヶ
塚
古
墳
や
朝
日
山
古
墳
を
見

た
の
で
わ
か
り
ま
す
。鍵
形
で
す
ね
。

学
Ｈ	

た
だ
、
四
角
の
部
分
が
短
く
、
帆
立
貝
の
よ
う
な
形

を
し
て
い
ま
す
。
当
時
の
計
測
値
で
は
全
長
54
ｍ
で
、

丸
い
部
分
は
直
径
37
ｍ
く
ら
い
あ
り
ま
し
た
。
標
高

１
５
７
ｍ
あ
り
ま
す
か
ら
、
他
の
古
墳
と
比
べ
る
と
、

高
さ
は
圧
倒
的
で
す
。

Ｅ
子	

高
い
だ
け
で
な
く
、大
き
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

学
Ｈ	
こ
の
時
期
な
ら
、
白
山
が
綺

麗
に
見
え
ま
す
よ（
写
真
2
）。

Ｅ
子	
ほ
ん
と
だ
、き
れ
い
！	

学
Ｈ	

そ
れ
か
ら
翌
年
の
２
０
１
０

年
か
ら
5
年
間
、
発
掘
調
査

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

Ｅ
子	

な
ぜ
発
掘
す
る
ん
で
す
か
？

学
Ｈ	

そ
れ
は
、
古
墳
が
造
ら
れ
て

か
ら
１
５
０
０
年
近
く
経
っ

て
い
る
の
で
、本
当
に
前
方
後
円
墳
な
の
か
は
調
査
し

て
な
い
と
わ
か
ら
な
い
か
ら
で
す
。
あ
と
、い
ろ
ん
な

も
の
が
出
土
す
る
と
、そ
こ
か
ら
古
墳
の
造
ら
れ
た
年

代
が
わ
か
る
か
ら
で
す
。

Ｅ
子	

発
掘
し
な
い
と
、な
に
も
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
ね
。だ

か
ら
Ｈ
さ
ん
は
、
だ
い
た
い
の
年
代
し
か
言
わ
な
い

ん
で
す
ね
。

学
Ｈ	

は
い
。か
り
に
発
掘
し
て
も
、な
に
か
当
時
の
も
の
が

出
な
い
と
、
な
か
な
か
正
確
な
年
代
ま
で
は
わ
か
り

ま
せ
ん
。

Ｅ
子	

発
掘
、楽
し
そ
う
！

学
Ｈ	

調
査
の
と
き
は
、毎
日
が
山
登
り
で
し
た
。

Ｅ
子	

毎
日
、こ
の
山
を
で
す
か
。や
っ
ぱ
り
大
変
そ
う
。

学
Ｈ	

次
回
は
、発
掘
調
査
の
こ
と
を
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

朝　

日 

村む
ら

上か
み　

稜い
つ

季き

（
吉
旦
、
男
）

朝　

日 

佐さ

さ々

木き

智ち

加か

（
俊
宣
、
女
）

気
比
庄 

佐さ

さ々

あ
い
華か

（
正
和
、
女
）

中　

野 

松ま
つ

村む
ら

成せ
い

一い
ち

郎ろ
う

（
弘
幸
、
男
）

蟬　

口 

鷲わ
し

田だ　

旺お
う

祐す
け

（
佳
祐
、
男
）

小　

樟 

下し
も

町ま
ち　

桜さ

永な

（
大
祐
、
女
）

西
田
中 

田
島　

國
男
さ
ん
（
80
歳
）

内　

郡 

上
阪　

一
子
さ
ん
（
89
歳
）

朝　

日 

牧
野
惠
美
子
さ
ん
（
72
歳
）

田　

中 

小
林　
　

稔
さ
ん
（
89
歳
）

　

市 

西
川　

嘉
信
さ
ん
（
88
歳
）

乙　

坂 

清
水　

清
憲
さ
ん
（
71
歳
）

下
糸
生 

花
山　

タ
ヱ
さ
ん
（
93
歳
）

小　

川 

源
甲
斐
キ
ヨ
さ
ん
（
90
歳
）

江　

波 

向
當　

卓
雄
さ
ん
（
79
歳
）

樫　

津 

左
近
百
合
子
さ
ん
（
79
歳
）

八
田
新
保 

中
西　

國
光
さ
ん
（
68
歳
）

円　

満 

山
田　

爲
治
さ
ん
（
79
歳
）

上　

野 

黒
田
富
美
子
さ
ん
（
80
歳
）

宇
須
尾 

青
山
せ
つ
子
さ
ん
（
94
歳
） 

玉　

川 

石
﨑　

清
治
さ
ん
（
88
歳
）

梅　

浦 

下
仲　
　

昭
さ
ん
（
86
歳
）

　

宿 

出
店　

克
己
さ
ん
（
87
歳
）

小　

樟 

氏
家
恒
一
郎
さ
ん
（
85
歳
）

道　

口 

大
橋
志
ず

さ
ん
（
93
歳
）

道　

口 

仲
瀬　
　

馨
さ
ん
（
100
歳
）

　

厨 

山
﨑　

善
朗
さ
ん
（
68
歳
）

米　

ノ 

酒
井　

勝
之
さ
ん
（
55
歳
）

馬　

場 

忌
部
千
代
子
さ
ん
（
79
歳
）

上　

野 

岩
渕
キ
ヨ
エ
さ
ん
（
88
歳
）

平　

等 

平
沢
ち
よ
え
さ
ん
（
67
歳
）

■ 「Jr.+（ジュニアプラス）」
熱中！スポーツキッズ
ボーイジムスポーツ少年団

【5月4日㈯～5月10日㈮】

■「黒沢博の歌チカラ♪」
宮﨑絵手紙教室20周年記念 編

【5月4日㈯～5月10日㈮】

■ 「越前町いきいき情報局」
①7：55～　　②12：55～
③19：55～　 毎日5分間放送中！
飼い犬の登録と狂犬病予防注射について

【5月1日㈬～5月10日㈮】
第39回　越前陶芸まつり開催

【5月11日㈯～5月24日㈮】
手話奉仕員養成講座のお知らせ

【5月25日㈯～6月7日㈮】

写真2

写真1
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新
た
な
言
語
世
界
の

扉
を
開
こ
う
～
手
話
を
学
ん
で
み
よ
う
～

　
手
話
は
、
手
指
や
体
の
動
き
、
表
情
を
使
っ

て
表
現
す
る
「
見
る
言
葉
」
で
す
。
町
で
は

手
話
へ
の
理
解
や
普
及
を
進
め
、
聴
覚
障
害

が
あ
る
人
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

聴
覚
障
害
の
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

方
法
は
、
手
話
の
ほ
か
に
、
筆
談
や
口
の
動

き
か
ら
読
み
取
る
読
話
、
五
十
音
を
一
文
字

ず
つ
指
の
形
で
表
現
す
る
指
文
字
、
空
間
に

文
字
を
書
く
空そ

ら

書が

き
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ボ
ー
ド
で
の
意
思
疎
通
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

障
が
い
が
あ
る
人
は
、
社
会
の
中
に
あ
る

様
々
な
「
バ
リ
ア
（
障
壁
）」
に
よ
っ
て
、
生

活
し
づ
ら
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

障
が
い
は
一
人
ひ
と
り
違
う
た
め
、
バ
リ

ア
も
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
。

　

聞
こ
え
な
い
人
す
べ
て
が
、
手
話
を
使
う

わ
け
で
は
な
く
、
文
字
の
情
報
を
好
む
人
も

い
ま
す
。
目
が
見
え
な
い
人
す
べ
て
が
、
点

字
を
使
う
わ
け
で
も
な
く
、
音
の
情
報
を
好

む
人
も
い
ま
す
。障
が
い
の
程
度
な
ど
に
よ
っ

て
、
情
報
を
得
る
・
伝
え
る
手
段
は
大
き
く
変

わ
り
ま
す
。

　

生
活
の
中
に
は
、
情
報
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
何
気
な
い

会
話
や
生
活
音
に
も
情
報
は
含
ま
れ
て
い
ま

す
。「
も
し
、
耳
が
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
ら
」	

「
も
し
、
目
が
見
え
な
く
な
っ
た
ら
」
聞
く
だ

け
の
情
報
や
、
見
る
だ
け
の
情
報
は
、
伝
わ

り
に
く
く
な
り
ま
す
。
耳
や
目
な
ど
に
障
が

い
が
あ
る
人
は
、「
情
報
を
得
る
・
伝
え
る
手

段
」
に
バ
リ
ア
が
あ
り
ま
す
。

　
手
話
通
訳
と
い
う
仕
事
は
、
聞
こ
え
な
い
人

と
聞
こ
え
る
人
が
会
話
を
す
る
時
の
支
援
で
す
。

　

手
話
通
訳
は
、
音
声
を
手
話
に
し
、
聞
こ

え
な
い
人
に
伝
え
、
手
話
を
音
声
に
し
、
聞

こ
え
る
人
に
伝
え
ま
す
。
聞
こ
え
な
い
人
と

は
、
声
で
会
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

筆
談
は
と
て
も
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

　

手
話
通
訳
が
は
い
る
と
、
筆
談
よ
り
も
ス

ム
ー
ズ
で
、
よ
り
正
確
な
会
話
が
で
き
ま
す
。

　

手
話
通
訳
者
は
、
色
々
な
場
所
で
活
躍
し

て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
で
の
政
見
放
送
や
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
ご
覧
に
な
っ
た
人
も
い
る
と
思

い
ま
す
。
一
般
的
に
は
、
病
院
で
聞
こ
え
な

い
人
と
一
緒
に
診
察
室
に
入
り
、
聞
こ
え
な

い
人
と
医
師
の
間
に
立
ち
、
お
互
い
の
話
を

手
話
で
通
訳
し
、
役
場
や
店
舗
で
の
手
続
き

で
聞
こ
え
な
い
人
が
知
り
た
い
こ
と
や
聞
こ

え
る
人
が
言
い
た
い
こ
と
を
手
話
で
通
訳
し
、

内
容
を
正
確
に
伝
え
ま
す
。

　

手
話
通
訳
は
、
相
手
の
理
解
度
に
応
じ
て

言
葉
を
選
び
、
表
現
を
か
え
て
い
ま
す
。

　

単
な
る
直
訳
で
は
な
い
の
で
、「
手
話
が
で

き
る
」
と
「
手
話
通
訳
が
で
き
る
」
は
大
き

く
違
い
、
高
い
技
術
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

手
話
サ
ー
ク
ル　
一
歩

　
活
動
日　
毎
月
第
1
、
第
3
水
曜
日

　
活
動
場
所　
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
問
合
せ
先　
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
☎
３
２‒

２
０
０
０

手
話
サ
ー
ク
ル　

す
い
せ
ん

　
活
動
日　
毎
月
第
1
、第
3
、第
4
木
曜
日

　
活
動
場
所　
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
問
合
せ
先　
事
務
局　
宮
川

　
　
　
　
　
　
☎
３
４‒

０
２
６
３

　

耳
の
聞
こ
え
な
い
人
の
生
活
な
ど
の
知
識

を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
日
常
会
話
で
使

う
手
話
を
楽
し
く
学
び
ま
す
。
今
年
度
は
入

門
編
で
す
。
初
心
者
の
人
の
受
講
を
歓
迎
し

ま
す
。

期　
　
間

　
6
月
25
日
〜
翌
年
1
月
14
日

　
全
27
回　
毎
週
火
曜
日

　
午
後
7
時
〜
9
時
（
年
末
年
始
は
除
く
）

会　
　
場

　
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対　
　
象

越
前
町
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
人（
原

則
と
し
て
、
全
講
座
に
参
加
で
き
る
人
）	

定　
　
員

　
25
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

（
テ
キ
ス
ト
代
に
つ
い
て
も
町
か
ら
助
成
し

ま
す
。）	

申
込
み
先

　
福
祉
課　
☎
３
４‒

８
７
２
５

　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
３
４‒

１
２
３
５

　
メ
ー
ルfukushi@

tow
n.echizen.lg.jp

（
メ
ー
ル
で
の
お
申
込
み
の
場
合
、件
名
は「
手

話
奉
仕
員
養
成
講
座
」
と
し
て
く
だ
さ
い
。）

申
込
締
切

　
6
月
7
日
㈮

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
設
置

　
障
害
者
差
別
解
消
法
に
よ
り
、
障
が
い
者
に

対
し
て
合
理
的
配
慮
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
音
声
通
話
が
困
難
な
聴
覚
や
言

語
に
障
害
が
あ
る
人
の
生
活
の
利
便
性
を
図

る
た
め
、福
祉
課
や
宮
崎・越
前・織
田
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で
、
手
話
の
遠
隔

操
作
を
実
施
し
、窓
口
対
応
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
し
ま
し
た
。

地
域
共
生
手
話
ミ
ニ
講
座

　
手
話
が
言
語
で
あ
る
こ
と
の
理
解
促
進
と
、

手
話
の
普
及
の
た
め
、
平
成
30
年
度
か
ら
手

話
ミ
ニ
講
座
（
1
時
間
程
度
）
を
開
い
て
い

ま
す
。

　

こ
の
講
座
で
は
、
聴
覚
障
害
の
種
類
や
特

徴
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
に
つ
い
て

学
び
、
あ
い
さ
つ
や
自
分
の
名
前
な
ど
、
日

常
生
活
で
使
え
る
手
話
の
実
技
を
行
い
ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
幸
せ
に
暮

ら
せ
る
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
今

年
度
も
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
地

区
の
公
民
館
や
職
場
な
ど
で
受
講
を
希
望
さ

れ
る
人
は
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
福
祉
課　
☎
３
４‒

８
７
２
５

▲手話奉仕員養成講座の様子

▲タブレットにより離れている人にも手話で会話ができます

▲手話ミニ講座の様子

I'm
  fine !

Hello!!

手
話
は
ひ
と
つ
の

言
語
で
す

手
話
通
訳
と
は

障
が
い
っ
て

な
に
？

交
流
し
な
が
ら
学
び
合
お
う

手
話
サ
ー
ク
ル
の
ご
紹
介

町
の
取
り
組
み

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す 

情
報
障
が
い
っ
て

な
に
？

広報 えちぜん 26広報 えちぜん27
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地域おこし協力隊
大谷君の

それいけ！越前探検隊 空き家活用法、検討中。act.12

s o r e i k e !  e c h i z e n  t a n k e n t a i !

発
行

／
越

前
町

役
場

　
  編

集
／

総
務

課
〒

916
‒0192　

福
井

県
丹

生
郡

越
前

町
西

田
中

13
−
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−
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TEL 0778

‒34
‒1234㈹

　
FA
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 0778

‒34
‒1236

大豆油インキで印刷しています
再生紙を使用しています

広
報
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ち

ぜ
ん

　
N
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令
和

元
年

5
月

1
日

発
行

町ホームページ
http：//www.town.echizen.fukui.jp
過去の広報えちぜんも
町ホームページでご覧いただけます。

（携帯電話用）

町ホームページQRコード 町公式動画チャンネルQRコード

（スマートフォン用） （スマートフォン用）

　こんにちは。地域おこし協力隊の大谷です。少し前の話ですが、2月17日に石川県小松市にある「こまつ
町家文庫」で開かれた「冬のこまつ蚤

の み

の市」に行ってきました。普段は古民家をリノベーションした古本カ
フェとして営業している「こまつ町家文庫」ですが、この日は蚤

の み

の市ということで、特別に他のお店も出店
していました。会場は多くの人で賑わっていて、空き家を「地域資源」として上手に活用できているなと実
感しました。
　越前町も空き家が多いので、「こまつ町家文庫」のようにリノベーションした空き家が、地域が盛り上がる
ための資源として活用できればいいなと思いました。

今回からは子ども達が散歩で見つけたスポットをご紹介します。

こまつ町家文庫の外観。
築80年以上の町家を
そのまま利用して

いるそう。

向かいの建物もイベント

会場に。外にも商品の古家具

が並んでおり、前を通る

だけでイベントの雰囲気が

伝わってきました。

こまつ町家文庫の戸を

くぐると…たくさんの

古本がお出迎え！本好きには

たまらない空間です。

奥にはカフェスペースも。

こちらは2階のイベント出店の様子。アンティーク小物のお店と古着屋が出店していました。

散歩に出発！お日さまは大切なクラスの仲間です

朝日南保育所
～散歩編～

No.24すくすく通信すくすく通信

～今日は何に出会えるかな…　ワクワクドキドキ　探検の始まりです！～

おたまじゃくし
まてぇ～

三床山に
登れるよ

初夏にはカタツムリ
やザリガニが
いっぱいいるよ！

見て～ コスモス
かわいいね！

秋には
どんぐりがいっぱい！！
もみじもきれいだよ

桜 きれい～！！よもぎは葉っぱの
裏が白いよ

岩開地区公民館

保育所

保育所東和田川堤防佐々牟志神社

南佐々生県道沿い

和田川

岩開地区

タナゴが
釣れるよ

広報 えちぜん 28令和 元 年５月号


